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本研究は､ わが国の環境保全型農業を維持するために不可欠な総合的有害動物管理手
法を確立する目的で行われたもの である o 害虫類を管理するには､ 種々の防除手段を効
果的に組み合わせて 応用的にも無理のない手法を確立する必要がある ｡ 中でも天敵を有
効に利用する生物的防除法はそ の中核を担うものセあるが､ その手法を実用に耐える段
階まで整備するには､ 当該害虫の天敵に関する多くの基礎的 ･ 応用的な情報が求められ
る ｡
私たちは､ 世界的にも､ またわが国におい ても大害虫となっ ている ハ ダニ 類 ･ フ シ ダ
ニ 類の 有力な天敵で あるカ プリダニ 類に焦点をあて ､ 基本的な情報が整備されつ つある
在来性カプリ ダニ 類の 分布特性を､ 地理的ならびに飼種との和合性､ ま た微生息環境の
把撞とい っ た観点から調査 した. さらに､ これらの成果に基づ き今後の 総合防除体系下
で利用 が有力視される種を特定 し､ その具体的利用法の確立を目指した｡ 農薬の過度な
使用 が､ ｢環境ホルモ ン｣ 問題の提起という新たな局面で益々舟倶される申で､ 本研究
の成果が持 つ 意味は 一 層重要 にな っ て い る .
他の 多くの害虫類と異なり､ ハ ダニ をは じめとする植食性ダ ニ 類は1950年代まで は害
虫とは位置づけられ て なか っ たo 1960年代に入り､ 多くの合成殺虫剤や殺ダ ニ 剤が安価
に生産され使用 される に至り ､ 天敵相の破壊が急速に進み､ これらの有害ダ ニ 矧ま 一 躍
大害虫の 名を欲しい まま にした o 本研究の持 つ 特色は この点にあ っ たo つ まり､ 我々が
創出した新害虫を､ そ の 生息環境を生態的に取り戻し整備する事に より､ 元の個体群密
度まで抑制して 非害虫化させる訳であるo また､ 天敵相の保全のみならず､ それぞれの
カ プリダ ニ 種の特性を理解した上 で ､ それ らを増殖し積極的に戯飼 ･ 利用する計画であ
り､ その基礎的資料を提供するもの である ｡
最新の総説(Ehar a&血a n o,1998) に よれば､ わが国には少なくとも77種のカプリダ
ニ が生息するo こ の数は諸外国に比 べ ても決して少なくはない ｡ また､ その 大多数が日
本固有種(天野ら, 198) と考えられ､ 農生態系内から頻繁に採集される種も10種近く
になる｡ 従 っ て ､ 生息環境の 整備と餌や作物との和合性を適切に配慮するならば､ カ プ
リダ ニ の 有効利用に 一 歩近づく . 残念なことであるが､ 諸外国と比較しわが国のカプリ
ダ ニ 利用は大きく出遅れて いる ｡ 上述した通り､ 固有種の占める割合が高い 日本のカ ブ
1) ダニ 類利用に関する研究を早急に進めなければ､ わが国が 一 層の 天敵後進国になるこ
とは明白であ っ た o 本研究は､ 自然生態系 ･ 農生態系を対象とした始めて の 総合的なカ
プリダ ニ 相の調査で あり､ この規模での本格的な実施調査は世界的にも例はない ｡ 本研
究の対象は多岐にわたっ たため､ 主要成果を中心に目次の通り章立て し報告書としてま
とめた｡
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平成1 1年鹿 北海道及び鹿児島県調査の概要と採集結果
北海道調査
北海道のカ プリダニ 相に関する研究は､ 本州等に比較して従来少なか っ た ｡ 広大な面
積を誇る地方なので､ 全域をカ
バ ー する こ とは困難で ある こ
とから､ 中でもカ プリダ ニ 相の
良く分か っ て ない 北海道東部
の調査を行っ た ｡
1999年8月 2 - 5日にかけ
て ､ 帯広 ･ 足寄 ･ 阿寒 ･ 釧路 ･
根室 ･ 知床 ･ 網走 ｡ 佐呂間の順
に実施 した(右図)｡ 調査で は ､
路傍に自生するマ メ科植物や ､
公園内の草本 ･ 木本植物な どを
中心 に､ カプリダ ニ だけで なく､
混発するハ ダ ニ 頼も採集した ｡ 採集されたダニ 頼は､ 植物ごと研究室 へ 持ち帰り分離し
た後 ､ プレパ ラ ー ト標本を作成 し同定に供した｡
夏期で はあ っ たが寒冷地でもあり ､ 採集され たカプリダニ 類は比較的少なく､ 合計で
62頭(雌成虫) であ っ た･(左
図)o 農地に隣接したアカ ツメ
グサな どの雑草からはケナガ
カ プリダニ (25頭)やミチノ
クカプリダニ (12頭) ラデマ
ツ ヘ ル カプリダ ニ(6頭)が､
また木本類で は フ ツウカ プリ
ダニ (18頭) が多く採集され
た ｡ それぞ れの採集地別のデ
ー タ を次 ペ ー ジに表で示したo
備考で は混発してい たハ ダニ
類頭の情報を入れてい る .
南は沖縄県からも分布が確認されて いるケナガカ プリダニ が､ 北海道全域でも生息す
る事が改めて 確認された (西部での生息の状況は従来からの研究で も多く示されてい
る)｡ また､･ 同様の事がケ ブトカ プリダニ にも言える かも知れないが､ 北海道産の本種
採 集 月日 撰 集場所 和 名 雌 雄 寄主植 物 備 考
19990802 北海道足寄都 塵寄町 ケナガ 囲 Elアカツメクサ ナ ミ ( 主)カンサワ ( 従一 浪発
19990802 北 海道足寄郡 足寄町 ミチノク 1 アカツメクサ ナ ミ ( 主)カンザワ ( 従) 盟
19998803 北 嶺道党員部 位貝闇町 ケブ ト 1 ヤマ ブ ドウ
19990803北海道常 呂郡 佐呂間町 フ ツ ウ 防 1 エ ソノ ウワミズサ クラ ハ ダ ニ 寄生
王9990883北海道常 呂郡佐 呂間町 フ ツウ 6 @ヤ マ ブ ドウ
19990803 北 海道斜里 ラデ マ ツ ヘ ル 1 ?
19990804北海道川上郡標 茶町 ミチノ ク 5 1ア カツメクサ 毛 先に産卵
19990804 北 海道頗室市 落石 岬 ミチ ノ ク E) ア カツメクサ
19990804 北 海道過重市北 洋町ラデマ ツ ヘ ル El F)エ ソノイ ラクサ 中気 門ダ ニ も併 発
199908 5 北 海道 川上郡弟子屈町 ケナ ガ 2 ヤ プマ メ ( 主)
. アカ ツメ クサ ナ ミ . カ ンサ ワ混発-
l999D805北 海道川上那 苑子 屈町 ミチノ ク 3 1 ヤ プマ メ ( キー
ー ア カ ツ メ クサ ナ ミ . カ ンサ ワ手昆発
19990805 北 海道川上郡弟子屈町 ラデマ ツ ヘル 1 1ヤ プマ メ ( 主)
. ア カ ツ メ タサ ナミ . カ ンサ ワ漉発
標本の正確な同定には､ 専門家の 臼による再確認が必要かも知れ ない 0
ミチノ クカプリダニ やラデマ ッ ヘ ルカ プリダ ニ は､ 比較的冷涼な地域から従来も採集
記録があり､ 今回の調査の結果もこれを反映するもの で あ っ た ｡
鹿児島調査
北海道調李に引き続き､ 8月1 9 - 2 1日にかけて鹿児島県の チャ 園とそ の周辺植生
を中心も与力 ブリダニ 相の調査を行 っ た . 本調査は､ 鹿児島茶業試験場の依頼もあり共同
研究として行われた ｡ その採集結果を下表にまとめた ｡
採集月日 採集場所 和名 雌_雄 寄主植物
!:
'
1 999081.9鹿児島県鹿児島市上福元 町 ニ セ ウル マ 1 クサギ カ ンザ ワ 少発 生 : 江原同定
Ⅰ9990819 鹿児島県鹿児島市上福元 町 オキナワ 1 クサギ カ ンザ ワ少発生 :江原同定
19990819漉児島県鹿児島市上福元町 キク E) 1クサギ カ ンザワ少発生 : 江原同定
1 9 90819 鹿児島県鹿児島市須 々原 ケアト 3 クズ カンザワ少発生
f′9990820鹿児島県指宿市 ウル マ 2 i クズ カン ザワ 少発生
19990820鹿児島県指療市 ケ アト 4 クズ カンザワ少発生
王9990820鹿児島県川辺邪知覧町 . ケナガ 岨 チ ヤ カ ン ザワ 多発
1 9990820鹿児島県枕崎市茅野 オキナワ 2 1 ツエ クサ カ ンサワ発生 ､ 側 に茶園
19990820鹿児島県枕崎市茅野 オキナワ 14 4 ヒユ 科 カ ン ザワ 発 生､ 他nこ茶園
1 9990820鹿児島県枕崎市茅野 ケナガ 1 チ ヤ カ ンサ ワ発生 ､ 側 に雑草
1g990820鹿児島県枕崎市茅野 ニ セ ラ ー ゴ 1 ヒユ 科 カ ンサ ワ発生 ､ 側 に茶園.
19990820鹿児島県枕崎市瀬戸 オ キナワ 良 アカメガシ ワ . ク サギ カ ンザ ワ . ヒメ ハ ダニ 発生
1999082. 鹿児島県枕崎市瀬戸 キタ 1 E)アカメガシ ワ ー ク サギ カ ンザ ワ . ヒメ ハ ダ ニ 発生
1999.0-820鹿児島県枕崎市瀬戸 ニ セ ラ ー ゴ 1 アカメガシ ワ . ク サギ カ ンザ ワ . ヒメ ハ ダ ニ 発生
1999082l鹿児島県日雇那東市来町 オキナワ 1 クサギ カ ンザ ワ発生
Ⅰ999 0821鹿児島県日置那東市来町 ニ セ ラ ー ゴ 1■クサギ カ ンザ ワ発生
チ ャ 圃周辺でもあり､ 発生したハ ダ ニ は全て カンザワ ハ ダ ニ TTeお讃nyChuskan.za w Bi
で あ っ た ｡ 合計で 6種5 3雌成虫が採集された｡ 北海道で採取された種と重複するもの
は ､ ケブトカ プリダニ とケナガカプリダニ であり､ 他の 種は主として 南方系(キタカブ
リダニ を除いて)と考えられるもので あ っ た｡ なお∴本棟本の うち､ 8月 1 9日に上福
元町で 採集され た ニ セ ウル マ カ プリ ダ ニ Pa)･apみ′tos elus cT aC entls(Co rpu z and
Rim a ndo)は ､ 当初ウル マ カ プリダ ニ P m ultldentatusSwirslこietShe chterと考えられ
たが ､ その後の江原らの研究で わが国初記録の本種と確認され ､ 学会論文(Ehar a etal.,
200 0)として まとめられた｡
2
平成1 2年度 束北地方の概要と採集結果
調査の概要
東北地方は､ 本州の 申で はカプリダニ 相の調査が比較的調査少ない ｡ 従っ て 生息種の
分布特性も知られて ない ｡ 東北地方(青森､ 秋田､ 岩手､ 山形､ 宮城､ 福島県)
■
につ いて ､
2
】
0 0 0年7月2 0- 2 3日､ 8
月5 - 6日､ 9月 1 8 - 2 1日の
3回調査を行 っ た(右図)0 2 0 0
0年度の採集頻度(日数､ 地点数､
植物数)と採集個体数を合わせ て
県別に下表に示す｡ 比較的平均的
に採集は行われ た ｡
カ プリダニ を採集する隙には､
ハ ダ ニ 類の 寄生 して い る菓やサ
ビ病の見られる菜 に カ プリダニ
が生息 しやすい と予想し､ そ れら
の寄主植物を特に注意 して観察した ｡ 時間に余裕があるときは､ 葉に つ い てい るカプリ
える時に参考となる｡
調査結果
ダ ニ をル ー ペ で探 し確実に捕らえ寄主
植物ごと ビニ ー ル袋に入 れる か､ 直接
ア ル コ ー ル標本と した｡ 時間的な余裕
がない ときは ､ カプリダニ が寄生して
い そうな葉をラ ンダム に約白o枚採集
しビニ ー ル袋に入れて 持ち帰 っ た｡
表の最下段には ､ 各県で採集された
カ プリダ ニ 個体数を入れ た ｡ い ままで
比較的サ ンプル の 少なか っ た秋田県か
らの標本がかなり得られた事は､ 今後
の 当地方で の土着カプリダ ニ 利用を考
これらの 調査で合計18種903頭の雌成虫(25種の植物上)が得られた o主要な種は､
ケナガカプリダ ニ (155)､ フ ツウカプリダダニ (141)､ キタカブリダニ (133)､ ケブ
トカプリダニ (104)､ トウヨ ウカプリダニ (81) などであ っ たが､ これらの分布は､
採集された植物や発生する餌種にも大きく左右された ｡ こ の年､ 同様に同定依頼された
福島の リ ンゴからは ､ ケナガカ プ
リダ ニ (24) の他にミヤ コ カプリ
ダ ニ (7) が認められ､ 種の変遷の
可能性が示唆された ｡
これらの採集記録を県別にまと
めてみ ると､ 右表の通りとな っ た o
こ こで は､ 個体数の 多い順 にカプ
リダ ニ 種をなら べ た ｡ ケ ブトカプ
リダニ ､ イチ レ ッカ ブリダ ニ ､ ケ
ナ ガカプリダ ニ ､ フ ツ ウカ プリダ
ニ などはどの 県で も多く採集 され､
東北 一 円に分布する事が示 され た ｡
また､ 南方系と考えられて い る ニ セ ラ ー ゴカプリダニ が宮城県で恐らくは初めて記録さ
れた事も興味深い ｡ また ､ 本調査で ナンポウカ プリダニ と記録された種 に つ い ては､ 後
日そ の詳細な分類学的な検討が必要かと考えて い る ｡
今回採集されたカプリダ ニ と寄主植物の関係を見る と､ 例えばトウヨ ウカプリダ ニ ､
フ ツウカプリダ ニ ､ コ ク フカプリダ ニ ､ ケブトカプリダ ニ ､ コ ウズケカプリダニ は計4
7種の採集植物申それぞ れ 15 , 1 3, 1 2, 1 0, 10種類の植物から採集された ｡
クズからは1 3種､ ヤ マ グワ からは1 1種 のカ プリダ ニ が採集された (下表)｡ そ の
他 に､ ガマ ズミ､ クサギ ､ サク ラからそれ ぞれ7 , 6 , 6種の カプリダニ が採集された ｡
また ､ ホオノキから1 6 1個
体の カ プリダニ が採集され ､ イ
チ レ ツ が14 9個体 ､ トウヨ ウ
が 1 1個体､ フ ツウが1個体採
集され､ 圧倒的にイ チ レツが多
い 結果にな っ た ｡ ハ ル ニ レから
は30個体が採集されたが､ 全
て ナ ンポウで ､ ク ロ ミサンザシ
からは1 2個体採集され､ 全て
ハ マ ナスであ っ た ｡
ヤマ グワからは､ 1 1種18
7個体採集され ､ クズとともに
種数､ 個体数が多か っ た ｡ キタカ ブリダニ は､ 今回採集された1 1 3個体のうちの 半数
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以上の61個体がヤ マ グワから採集された｡
クズからは1 3種1 6 4個体のカプリダニ が採集された｡ 採集植物のなかで 一 番多く
の種のカ プリダニ 種がクズ から採取された｡ ケブト､ フ ツウ､ ラデマ ッ ヘ ルはそれぞれ
多くの県の クズから採集された ｡
考 察
トウヨ ウ､ フ ツ ウ､ コ クフ ､ ケブト､ コ ウズケなど多くの種類の植物から採集された
カプリダニ 種は､ 特に決ま っ た寄主植物上で 生息して いるので はなく､ 今回採集された
植物以外か ら多く採集されると考えられた｡ クズ､ ヤマ グワ､ ガマ ズミ､ クサギ､ サク
ラからは多種の カ プリダ ニ が採集され ､ これらの植物には多くの種の カプリダ ニ が生息
し､ こ の種以外にも多くの種のカ プリダニ が生息して いるので はない かと期待できる ｡
ホオノ キとイチ レ ッカブリダニ ､ ハ ル ニ レとナンポウカプリダ ニ ､ ･ ク ロ ミサンザ シと
ハ マ ナス カ ブリダ ニ は ､ ある寄主植物から1種の カプリダニ が圧倒的に多く採集された
か､ または1種の み採取された｡ この1箇所の採集地からだけの採集結果で はは っ きり
言えない が､ 何か寄主植物とカプリダ ニ の 間に特有な関係があるの かもしれない o
キタ カブリダ ニ は ､ 今回採集された113個体のうちの半数以上の 6 1個体がヤマ グ
ワから採集された というこ とから､ この カプリダ ニ はヤマ グワに生息しやすいので はな
い だろうか｡ クズで は､ 1983- 1999年の採集結果( 天野 未発表)と2000年度の療集記
録とを合わせ る と､ 日本で報告されて いる 7 7種の カ プリダニ のうち､ 2 4種のカ プリ
ダ ニ が採集され た｡ この ことから､ クズに は多くの種のカプリダ ニ が生息しやすく､ 今
後は､ 現在の 2 4種以上の カプリダニ も発見される可能性が大きい と思 われ亭.
この ように ､ 様々な植物を採集して い き､ これまであまり採集されなか っ たカプリダ
ニ 種を発見する ことが期待されるが､ 条件を同じにするために寄主植物を1種決めて､
い ろい ろな地域で採集し､ 地域の分布特性をより明確に言えるようにする ことも重要で
あると思われる｡
平成1 2年度 紀伊半島及び石垣島調査の概要と採集結果
紀伊半島調査
本調査は ､ 従来カプリ ダニ 相の知見が少なか っ た紀伊半島の 土着カ プリダニ につ い て
調 べ たもの で あるo 調査は､ 和歌山県果樹試験場との 共同研究で もある o 2 0 0 0年8
月17 - 1 9日にわたっ て ､ 紀伊半島の先端部をまわり､ 主として クズやクサギ､ アカ
メ ガシ ワから採集した ｡ 採集実は研究室に持ち帰り､ カ プリダニ を採取 し､ ス ライ ド標
本を作り同定に供した o
得られたカ プリダニ の採隼記録を下表に示す ｡
採集月 日 採集場所 和名 雌 雄 寄主植物
2000 817和歌山県西牟婁郡上 富田町生薦 ケナガ 4 クサギ
2000817 和 歌山県西牟婁郡 すさみ 町 ケブト 2 クズ
20000817和歌山県西牟婁郡上富田町生馬 ニ セ ラ ー ゴ EE]3 クサギ
2000817 和歌山県東牟婁那 古座川 町三尾什 ニ セ ラ ー ゴ 4 クサギ
2000081和歌 山県東牟婁郡古座川 町山手 ウル マ 1 クズ
2000081
;和歌山県東牟婁郡古座川 町山手 ウル マ 2 クワ
2000081■和 歌山県東牟婁郡熊野川 町 田長 ウル マ 1 ア カメガシ ワ
200.00818 和歌山県東牟婁郡古座川 町山手 キク 2 クサギ
200 0818 和歌山県東牟婁郡熊野川 町 田長 キタ 2 アカメガシ ワ
2000818 和歌山県東牟婁郡熊野川 町 田長 ケナガ 2 クズ
2000818和歌山県東牟婁君閲β智勝浦町 ケ ブト 1 クズ
20OO818和歌山県東牟婁郡熊野川 町 田長 ケ ブト 1 クズ
2000818和歌山県東牟婁郡古座川町山手 ナ ンポウ 1 クズ
-200.00819和歌山県日高郡南部川村東本庄 ケ ブト 4 アカメガシ ワ
20000819和歌山県日高郡南部川村東本庄 ケ ブト 9 1クズ
2000819和歌山県日高郡南部川村東本庄 シ コ ク 1 クズ
20000819和 歌山県日高都南部川村東本庄 ニ セ ラ ー ゴ 2 クサ ギ
合計で 5 2個体の カプリダ ニが ､ クズ ･ ア カメ ガシワ ･ クサギ ･ ヤマ グワから採集さ
れた ｡ その 内訳は､ ニ セ ラ ー ゴカ プリダ ニ 19個体､ ケブトカ プリダニ 1 7個体､ ケナ
ガカプリダニ 6個体､ ウル マ カ プリダニ 4個体､ キタカ ブリダ ニ 4個体､ ナンポウカ プ
リダニ 1個体､ シ コ クカプリダ ニ 1個体で あっ たo クサギからは主として ニ セ ラ
ー ゴカ
プリダニ が､ クズからはケナガカプリダニ ､ ケブトカプリダ ニ など､ 他の地域で の傾向
と同様のカ プリダニ 相が示された ｡
近畿地方まで西進して い るミヤコ カ ブリダ ニ の去就が注目されたが､ 本調査からは1
頭も得られなか っ た｡
石垣島調査
本科研補助金で調査された最南の地で ある石垣島及び竹富島の調査は､ 2 0 0 0年
1 1月1 0- 1 3日に実施されたo 沖縄県のカプリダニ相の知見は限りなく乏しく(石
垣島での調査は今回が初めて であろう)､ また地誌的な条件から､ その種構成の把撞に
は困難が伴うと考えられた｡ なぜなら､ 本州以北のカ プリダニ相とはかなり異なること
が予想され､ その参考となる分類的知見の欠如が基本的に存在するからである ｡
事実､ 我々が当初仮同定した結果には多くの誤りが発見され､ その正確な固定結果の
成果は､ 江原昭三博士 (鳥取大学名誉教授) による投稿論文(共著)として本報告の最
後の項とな っ て い る｡
当初仮同定 した結果を以下の以下の表に示す｡
月 日 岳 Iu 寄主細物 百
;
】 .
.
j
' カプリダニ 機 (n) 備 考
20001111 大里 ヤマ グワ 6 ニ セ ラ ー ゴ (4旦) ∴ トウナン (2 ♀) ハ ダニ ( 葡慮)/i)
2 00 01 111大里 ヤマ グワ 5 ニ セラ ー ゴ (3史) ､ トウナ ン ( 1 ♀1 ♂) ハ ダニ ( 葡感) 少
20001111大里 ヤマ グワ 6 ニ セ ラ ー ゴ (2 ♀2♂) ､ トウナ ン (1♀) ハ ダニ ( 髄液)/i)
2 000111大里 ヤマ グワ 5 ニ セ ラ ー ゴ ( 3 ♀1 ♂)､ トウナ ン ( 1 ♀) ハ ダニ ( 背廠) /i>
2 000 1111大里 タイワ ンクズ 6
ニ セラ ー ゴ (1♀)､ フ ツウ (1♀)､ シマ モ リ (1♀) 束受精煮 ,.
ケプト? (1♀) ､ トウヨウ?* (1旦) ハ ダニ ( 泰)Jb
20001111大里 タイ ワ ンクズ El シ マ モ 1) (2♀) ､ ケプト? (4 ♀) ハ ダニ■( 轟ー 少
20001111大里 タイ ワ ンクズ i ケナガ (1史ー ハ ダニ ( 義) 少
2000111 大里 オオハ マ ポウ 4 ニ セ ラ ー ゴ (3♀) ､ T> ル マ■(1旦)
20001111 大里 オオハ マ ポウ 5 ニ セラ ー ゴ (1♀1 N)､ ウルマ (3♀)
20001111== オオハ マ ポウ 5 ニ セラ ー ゴ (2 ♀) ､ ウル マ (1 ♀)､ 1)ユ ウキユ ウ ( 2 )
200111平久保 ア カメ ガシワ 4 ケプト? (4♀)
2000111平 久保 ア カメ ガシ ワ 5 ケアト? (4史) ､ T)ル マ (1♀)
2000111 平久保 ア カメ ガシワ 5 ケプト? (4旦) ､ ウルマ (1旦)
2000111 平久保 ア カメ ガ シワ 5 ケ プト? (4♀) ､ 不 明 (1 ♂)
20001111 平久保 ア カメ ガシワ 5 ケ プト? (3旦) ､ ウルマ (1♀) ､ トウナン (1♀)
20001111栄 ア カメ ガシワ 1 ケ プト? (1♀)
20001111 荒川の滴 不明 1 ミナミ (1♀)
2000111 バ ンナ岳 ア カメ ガシワ 2 ウル マ (1♀) ､ ミナミ ( 1 ♀) ナガヒ シダニ
200 0112竹宮島の オオ ハ マ ポウ 5 ウル マ (2♀) ､ ナ ンポウ? *(2史) ､ Anb. n. s D(1皇 * 曹糟鼻
20001112竹富島の オオハ マ ポウ 6 ウル マ (4♀) ､ ナ ンポウ? *(1♀) ､ Anb, n. s D(1 ♂ 蓋 f;A;;I.
20001112竹富島虐) ヤマ ク ワ 5 ホンコ ン (5 史) ハ ダニ ( 蘇)
20001112竹 富島虐) ヤマ グワ 5 ホンコ ン (4 史) ､ リユ ウキユ ウ (1旦) ハ ダ ニ■( 泰)
20001112 竹富島③ クサ ギ 2 ニ セ ラ ー ゴ (1♀) ､ ケブト? (1♀) ハ ダニ (葡療) 少
20001113 川平公 園 オオ ハ マ ポウ 5 ウル マ (5♀)
20001113川平公 園 オオ ハ マ ポウ 5 ウル マ (5♀)
200011 3 川 平公 園 オオハ マ ポウ 5 ウル マ ( 5 旦)
20001113 ll平公 園 オオハ マ ポウ 3 ウル マ (3♀)
合計で 111個体の カプリ ダニ が ､ 種々の 南方系の寄主植物から採集され た｡
主なもの は､ ウル マ カプリダニ 3 3個体､ ケブトカ プリダ ニ 2 5個体､ ニ セ ラ ー ゴカ
プリダ ニ 1 9個体､ ホ ンコ ンカプリダ ニ 9個体､ コ ウズケカ プリダニ 6個体､ シマ モ リ
カブリダ ニ 3個体､ ナ ンポウカプリダニ 3個体と当初は考えたo
所が､ 形態的にやや違和感を持 っ たため､ カプリダ ニ科の 世界的権威である江原昭三
博士に正確な同定を依頼すると､ 多くの 日本初記載種や新種は発見されたとの 報をい た
だ い た ｡ 例えば､ 当初 ニ セ ラ ー ゴ カ プリ ダ ニ と考えて い た 一 部に ､ 初記録の A.
ta m ata v e n s 1
'
が含まれており､ ケブトカ プリダニ ?とした種は P. ha 帽 l
'
]
'
e n sIs(初記
録) である こ と､ また ､ トウナ ンカ プリダ ニ と仮同定したものの中に A. c a nto n e n sl
が含 まれ て い た ｡ さ らに ､ ナ ン ポ ウ カ プリ ダ ニ ? と記録 し たも の は ､ 新種で
Amblys elulellaJra eYa m a n aとして 記載された(投稿中).
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これらの修正を施した新蓑を以下に示す｡ 今後の南方地域で のカプリダニ 相の調査に
月 日 適 所 寄主並物 模太政 カ プリダニ 種 (n) 備 考
200011】ユ大 里 ヤ マ グワ E] ニ セ ラ ー ゴ (4 旦) ､ トウナン (2 皇) ハ ダニ ( 青緑)/i)
200 D11 11大 里 ヤマ グワ 5 ニ セ ラ ー ゴ (3皇) ､ トウナン (1 皇1 ♂) ハ ダニ (竜慮)
Ii)
200 011 11大 里 ヤマ ダウ 5 ニ セ ラ ー ゴ (2旦2 ♂) ､ トウナン (1皇) ハ ダニ (貴慮)Ji)
200 011 11大 里 ヤマ グワ El ニ セ ラ - ゴ (8皇1 ♂) ､ ト ウナ ン (1皇) ハ ダニ ( 黄線) 少
200011i1大 里 タイ ワ ンクズ 5
A. ta皿8ta VenSis (1♀) ､ フツウ (1♀)､ シ マ モ リ (1♀) *受精菓;
p. haw aiie nsis (1仝) ､ トウヨ ウ ? *(1里) ハ ダニ (康) 少
20DO1111大 里 タイ ワ ンクズ E] シ マ モ ]) (2皇) ､ P. haw8iiensis (4仝) ハ ダニ ( 恵一 少
20DOl u 1大里 タイ ワ ンクズ 1
● ハ ダニ ( 義一 少
20001111汰.皇 オオハ マ ポウ 4 ニ セ ラ
ー ゴ (8旦) ､ ウル マ (1皇)
20DD1111大 オオハ マ ポ ウ El ニ セ ラ ー ゴ (1皇1 N) ､ ウル マ (3里)
20001111大 里 オオハ マ ポウ E] ニ セラ ー ゴ (2文一 ､ ウル マ (1.皇ー ､ リユ ウキ ユ ウ (2立ー
200 01 111乎久僕 アカメガ シワ 4 P. haw aiiensis (4皇)
之0001111 平 久保 ア カメガシワ El P. haw aiiensis(4 皇) ､ ウ)i,マ (1旦)
20001 11乎 久僕 ア カメガシワ El P. haw ai ensis(4皇) ､ ウルマ (1旦)
Boot)1111 平久保 ア カメガシワ El P. ha 他iiensis(4皇1 ♂ー
20001111 平久保 アカメガシワ E] p. h8W &iiensis(3皇) ､ ウ)t'マ (1立)､ A. caJltOne nSis(1里)
20001111栄 アカメガシワ 1 P. haw aiiensis(1里)
ZODOl111i.川の漉 不明 1 ミ ナミ ( 1皇)
之00D11i パ ンナ鳥 アカメガ シ ワ 2 ウ ルマ (1皇) ､ ミナ ミ (1 皇) ナガヒシダニ
2 000 11一之 甘畜島d) オオハ マ ポ ウ El ウル マ ( 2仝ー ､ デイ 7) ( 2 王) ､ A. ca ntonen si ( 1皇)
20001112廿 留鳥d) オハ マ ポウ 6 ウル マ (4皇ー ､ デ イ リ ( 1皇) ､ 血b.n . s D(1 ♂)
之0001112竹 奮島② ヤマ タワ El ホ ンコ ン (5 旦) ハ ダニ ( 顔)
200011l.Z竹 富島(忽 ヤマ グワ El ホ ン コ ン (4 皇) ､ リ ユ ウキ ユ T> (1皇) ハ ダニ ( 赤)
2000111
:
2竹 宮島愈 クサ ギ 2 ニ セ ラ ー ゴ (1 皇) ､ P■. haw aiiensis (1皇) ハ ダニ ( 青線)Ji)
2 000 111■5.川平公 園 オオ ハ マ ポウ El ウ ルマ (5 皇)
20001113 川 平公E# オオハ マ ポ ウ 5 ウ ル マ (5皇)
20001113 )lE平公 園オオハ マ ポウ 5 ウ ルマ (5皇)
20【)01113 川 平公 園オオハ マ ポウ 3 ウ ルマ (3皇)
際して は ､ 細心の注意が必要とされる事を身をも っ て感 じた ｡
静岡県の茶園におけるカプリダニ の種類相
】高藤晃雄 ･ ユsuge ng SalltOS O･ 2天野洋 ･ 2石井由紀 ･ 3小揮朗人
1京都大学大学院農学研究科
2千葉大学園芸学部
L
'
i#争同県茶業試験場
要旨
静岡県 の栽培および病害虫管理様式が異な る茶園 におい て カ プリダニ の種類
相とそれらの個体数 の構成比を比較した｡ 9 つ の 茶園から合計34 7個体､ 6
種 の カプリダニ を採集した . それ らの 種 と構成比率は､ ケナガカプリダニ (5
1 . 3 %)､ ニ セ ラ - ゴカ プリダニ (2 8. 0 %)､ キイカ ブリダニ (1 2, 7 %)､
コ ウ ズケカ プリ ダニ (6 . 3 %)､ フ ツウカ プリダニ (0 . 6 %) お よび ニ セ ト
ウ ヨ ウカ プリダニ (0 . 3 %) で あ っ た ｡ 各茶園の カ プリ ダ ニ の 優占種は栽培
および害虫管理方式 に より有意に異な っ た ｡ 慣行防除の茶園で はケナガカ プリ
ダ ニ が優占種で あ っ た が , 無農薬園で は少なかっ た. 逆に ､ ニ セ ラ - ゴカ ブ1｣
ダニ は無農薬園で優占 したが慣行防除園で は少なか っ たo キイ カブリダニ は山
地 の有機栽培園の み で発生が認められた ｡ これ らの 種類相の遠 い は ､ 各カ プリ
ダニ の 薬剤に対す る抵抗性の違い ､ および薬剤散布に起因したカプリダニ の餌
資源とな るハ ダニ の 発生 レベ ル の 遠い によ るもの と考えられた o
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我が国の多く の茶園で は従来､ 大量の化学肥料の投与と薬剤散布によ っ てき
わめて高品質 の チ ャ が生産されて きた ｡ しか し､ 近年､ 消費者だけで なく生産
者にお い て もチ ャ に対する安全志向が強くなり ､ また栽培地域 の 地下水の水質
汚染が深刻 に な っ て きたために､ 地方自治体も化学肥料および農薬の削減を真
剣に考 える よう に な っ て きた ｡ 本研究の 調査地で ある静岡県は全国最大の チャ
生産地で あ る が ､ こ こ で もそ の ような傾向が強くなり ､ 無農薬ある い は有機栽
培を実施する 生産者が確実に増えつ つ ある ｡
我が国の 茶園 で の 主 要害虫と しては ､ 葉を加害するハ マ キ ガ類 (Ad().1,()Pノりノ(I.bl
A() n n](7
'
および H()I) () n a m,7gn{7 njn]a). 吸汁性の チ ャ ノミ ドリ ヒ メ ヨ コ バイ En)p()i).MJ,･t
on ul( )
'
1
'
､ チ ャ キイ ロ アザミ ウマ Scjrlolh)･1
'
ps d()r s aJjs およびカ ンザワハ ダニ
Tell
･
anyChu s ka n z a w a l
'
が挙 げられ る(Takafuji eL al.2000)｡ こ の うち ､ 管理
が最 も困難なカ ンザワ ハ ダニ の防除に は殺ダニ剤に依存す るも の の , 静岡県の
地域 よ っ て は在来 天敵の ケナ ガカ プリダニ が有機リン剤 (浜村 ､ 1 9 8 5) や
合成 ビ レス ロ イ ド剤 ( 望月, 1990;1997) に対しても強い耐性を有し､ それ ら
がカ ンザワ ハ ダ ニ 個体群を自然制御して い る ケ ー ス もみ られ る o その ため ､ ケ
ナガカ プリ ダ ニ に つ い て は多く の 研究が見られる もの の ､ 薬剤散布下で ハ ダニ
制御 に有効なケナガカプリダニ に ばか り注目さ れ ､ 他の カ プリダニ ダニ につ い
て は調査例がほとんどない ｡ 古い文献として 残 っ て い る刑部 (1967) によるカ
プ リ ダ ニ の 調 査 で は ど の 地 域 の 茶 園 で も ラ ー ゴカ プリ ダ ニ A]]b/y.N:J
'
L/.b
･
1z7]･g()(?nS )
'
s の み が記載されており､ ケナガカプリダニ の 記載はまっ たくなく ､
種の 同定に疑問が残 る ｡ また ､ 近年増え つ つ あ る減農薬､ 無農薬 ､ 有機栽培園
などで はどの よう なカ プリダニ ダニ が分布するかにつ い て の 調査例はまっ たく
ll
と い っ て い い ほど見られな い c
そ こ で 本研究で は , 静岡県下の栽培方式 ､ とく に薬剤散布方式の異な る い く
つ か の茶園を選ん でカ プリダニ の種類相を調 べ ､ 薬剤散布方式など によ る種籾
層 へ の 影響を解析した ｡
調査園と方法
調査は平地 に ある静岡県榛原町 ､ 菊川町 ､ 掛川市の 7 園､ および 山間部の春野
町 にある 2 園の , 計 9 園で行 っ た(Table 1)｡ 各園の 栽培管理方式は異なり ､ 榛
原町 や菊川町 の 園 で は伝統的な化学薬剤を中心とする慣行防除を行 っ て い たo
一 方 ､ 掛川町 の 3 つ の 茶園で は化 学肥料は使用す るもの の ､ 化学薬剤防除はそ
れ ぞれ 3 - 9 年間中断して い た . ただし周囲 の 園で は薬剤防除が続 い て い た . 山
地 に ある春野町 の 2 つ の 茶園はい ずれ も無農薬有機栽培園で ､ 薬剤お よび有機
合成肥料はそれぞれ 5 - 6 年間､ および 10年間以上ま っ たく使用 してい な かっ
た ｡
調査 は2000年および 2001 年6月中旬 に 各2日間 をかけて 5 - 6 人で 採集を行
っ た o 各園で は発生密度に応 じて 約 30- 60分間を調査に費や した . 現地で カ プ
リ ダ ニ を発見す る とビ ニ ル袋に寄生葉ととも に入れ て持ち帰り､ 後日実験室 で
成虫はす べ て ス ライ ド模本に作製し､ 同定を行っ た o 幼者虫は マ メ の り - フ デ ィ
ス ク でカ ンザワ ハ ダニ を与えて成虫まで飼育し模本を作製して 同定した o
結果
幼君虫から成虫まで飼育したもの も含め､2年間にわた っ て 9 つ の 茶園か ら計
6種347個体のカプリダニ を採集した｡ それらは個体数の多い順から ､ ケナガカ
プリダニ Amb]ysel
.
u S IIJO]]]erS]tl
'
､ ニ セラ ー ゴカプリダニ A. (･,,hz1･,7]
'
､ キイ カ ブ
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リダニダニ Indo s e l
'
u u sJl
'
lul･1
'
vo]
･
uS, コ ウズケカプリダニ A. s oja eJujs､ フ
ツウ カプリダ ニ Tj′Phlodr on]u svulgal･is および ニ セ トウ ヨ ウ カプリダニ A.
oblu st,)
･
eJ]us で あっ た(Table2). こ の うち ､ ケナガカ プリ ダ ニ の個体数は合計
で約 50 %を占めた(Fig･ 】)｡ しか し各茶園の カプリダニ の種類相は有意に異な
っ た . 榛原 町や菊川町の慣行防除園で はケナガカ プリダニ が優占種で あ っ た o
薬剤散布を 3 年間行っ て いない 掛川町の 一 つ の園で もケナガカプリダニ が倭占
して い たが , こ れは周囲の 散布園からの侵入 による ためと思われた o
一 方 ､ 春野 町 の 無農薬園や掛川町 の薬剤散布を長期に中止 して い る2つ の 園
で は ､ ケナガカ プリダニ は少なく ､ 逆 に ニ セ ラ - ゴカ プリ ダ ニ が優 占種とな っ
た (Table 2-2)｡ これら 2 種 の発生個体数と栽培 ･ 害虫管理 の 強さとの 関係を
示 した もの が 図 2 で ある ｡ 明らか に慣行防除の傾向が強い ほ どケナガカ プリ ダ
ニ が多 く ､ 逆 に無農薬 に近 い ほ どニ セ ラ - ゴカ プリダニ が多い傾向が見られ る .
またデ ー タは少ない が ､ 掛川市の 3 つ の 園におい て ､ 化学薬剤散布を中止 した
期間が長 い ほ どケナガカプリダニ が少なくなり､ ニ セ ラ ー ゴカ プリダニ が多く
な る傾向が見られた (Table 3)｡
他 の カ プリ ダニ で は､ キイカ ブリダニ が山地 の 春野町の - 園 の み で多数認め
られ た ｡ フ ツ ウカプリダニ お よび ニ セ トウ ヨウカ プリ ダニ は ごくわずかしか発
見されなか っ た ｡
考察
今回の 調査 は限 られた季節の わずか 2 年間の調査で あるが ､ カ プリダニ の 種
類相は比較的貧弱である もの の ､ 栽培管理方式により種類相が著しく異な る こ
とが判明した . 慣行防除園で ケナガカプリダニ が優占する の は､ ケナガカ プリ
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ダニ の みが有機リ ン剤などの薬剤に対して抵抗性を有する ため に生き残る こと ､
散布園で はカ ンザワハ ダニ が多発して ケナガカプリダニ の 増殖に好適な環境に
な る こ とが あげられ る ｡ 逆に無散布園で はカ ンザワ ハ ダニ の 発生が少なく ､ ケ
ナ ガカ プリ ダニ に と っ て は不適な環境と∵な る ｡ かわ り に む しろ ハ ダニ を主食と
せず ､ サ ピダニ やチ ャ ノ ヒメ ハ ダニ ､ 花粉､ 菌類を好む ニ セ ラ - ゴや コ ウズケ
カプリダニ が優占する よう に なる ｡ また ､ そ の ような無農薬園で はカ プリダニ
以外の捕食性天敵が多い 傾向があり ､ そ れ らがカ ンザ ワ ハ ダ ニ の発生を低密度
に食 い 止 めて い る可能性があ る o 今後は単 にカブt｣ダニ だけで はなく ､ 植食性
ダニ 頬､ 薗食性ダニ 類､ 捕食性昆虫類の 調査も同時 に行 う べ きと考 える ｡
引用文献
浜村徹三 (1985) 茶園 にお ける薬剤抵抗性ケナガカプリダ ニ の 働き . 植物防疫
39:14- 18.
望月雅俊 (1990) 茶園から発見されたケナガカプリダニ の pe rln CLhrill抵抗性系
統 . 応動昆 34･ :17l - 1 74.
望月雅俊 (1997) ケナガカプリダニ の 合成 ビ レス ロイ ド剤l〕Cnl】CHl rin に対する
抵抗性発達とそ の 安定性｡ 応動昆 41:1 - 5.
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平成1 3年皮 膚越地方及び周辺地域調査の概要と採集結果
調査の概要
調査の 対象地域とした信越地方は ､ 山岳地帯を含むこともあっ て ､ その棉高差から変
化に富んだ気候条件を持つ ｡ 信越地方の カプリダニ 採集記録は数少ない ため､ 地理的特
徴も鑑み調査地を設定した｡ さらに､ 本州の関東地方を中心として近年ミヤコ カブリダ
ニ A. c al1
'
fo m1
'
c u s(McGrego r･) の発生が増加し､ その分布が北は福島県から南は近畿
地方まで拡大してい る ｡ 本種は､ ハ ダニ 密度が低くても被食者 一 捕食者相互関係を成り
立たせる ことから､ 総合的害虫管理 における天敵と しての有効性が見込まれて いる種の
一
つ で ある ｡ そ こ で ､ 信越地方におけるミヤコ カ ブリダニ の詳しい分布特性を知るこ と
も本研究の対象とした｡
なお､ 本研究は南信農業試験場との共同研究として行 っ た｡
採集は 20 0 1年5月2 5日､ 6月1 4- 1 6日､ 7月23 - 2 5日､ 8月9日､ 8
月3 0- 3 1日 ､ 9月4 日､ 9月1 5- 1 6日､ 9月24 - 2 5日､ 9月3 0 日の計9
操典月E)(2001年) 採集地
5月2SEl 長野県伊那市 ･ ^千磯村､ 山梨県韮崎市
8月1柑 長野県上田市
り∃15日 長野県廠山市
6月16 E] 長野県豊田村 ･ 野沢温泉村 ･ 小諸市
7月23日 薪滞県能生町､ 長野県小谷村 ･ 白馬村 ･ 聴高村 ･ 教本市
7月24日 長野県長野市 ･ 戸随村 ･ 倍汲町 ･ 飯山市 ･ 野沢温泉村
7月25日 長野県長野市 ･ 東部町 ･ 軽井沢町
8月9日 新潟県場沢町 ･ 十日町市 ･ 松代町 ･ 高柳町 ･ 柏崎市 ･ 育棉町 ･ 糸魚川市 ･ 上越市
群馬県新治村
&月ユ柑 長野県阿智村 ･ 下候村 ･ 豊丘村 ･ 南森町
8月31 日 長野県南森町 ･ 飯田市 ･ 松川町 . 箕輪村 ･ 八千穂村
9月=ヨ 長野県高森町
9月l相 補鳥県猪苗代町 ･ 会津坂下町､ 新潟県三川町 ･ 新潟市 . 神林村 ･ 山北町､ 山形県朝日村
9月16B 山形県飽岡市･ 大蔵村 ･ 寒河江市
9月24白 長野県松本市
9月25 日 長野県穂高町 ･ 堀金村 . 三 郷村
9月30日 視鳥県郡山市
回行 っ た o
採 集場所を左
表に示 す . 南信
地区で は ､ 主に
慣行防除園 (主
と して ナ シ) で
の 採集､ そ れ以
外の 地域は 自然
生態系(周辺雑
草等) で の 採集
で ある ｡ 自然生
態系で は ､ 主 に
ク ズやク ワ ､ ア
ジサイ やサク ラ
とい っ た 国内に
広く分布する種 ､
ホオノ キやカ シ
ワ ､ コ ナ ラやミズナラとい っ た山地に分布する種を採集の対象とした｡ 採集の際､ ハ ダ
ニ 寄生の 見られる葉や曜病植物(サ ビ病等)の葉を中心にル ー ペ で観察し､ カプリダニ
を確認して から､ 採集葉ごと密閉式の ビ ニ ル袋に入れて 持ち帰っ た｡ 研究室で 寄主植物
からカ プリダニ を採取し､ ス ライ ド標本に して 同定を行っ た｡
調査結果と考察
本調査の 全採集記録から得られた情報をもとに､ カプリダ ニ の分布特性､ 寄主とする
植物相 ､ 友び寄主植物の特性､ 食性 ･ 生息環境とい っ た生態的特性､ 及びハ ダニ 天敵と
して の 有効性を考察した ｡
廃兵ぎれF=カ プリF= の膚膚成と分布符燈
採集されたカプリダ ニ の種別合計を下表に示す｡ なお ､ こ の集計には茨城県真壁で採
集された 1 8個体の カ プリダ ニ も含まれて い る ｡
学名 和名 ♀ ♂ 合計
ADblys e}
'
uJe1)&属
A. a m aD O}
'
Ehar a ナ ンボウ D 1
Anblyse}
'
us属
A. a)
'
J7ZL Eha.ra アイ ヌ E D 3
A. alp)
'
c ola Eba ra タ カネ a 2 3
A; c &])
'
fo pnlcus (McGregor) ミヤ コ 149 42EE3
A. eha T a)
'
Am itai et Swir ski ニ セ ラ ー ゴ 13 E l4
A. e 8 0 eD S)
'
S Eha r& エ ソ a 1
A. I)
'
n)aT7d)
.
cue (Oude n aJIS) イチ レツ EE334 193
A.ko血fueD S}
'
S Eha ra et Eato コ クフ E] B]67
A
.
Daku帽 Ehara マ クワ 8 8
A. obtuse p e))us Wain stein et Beglja ro vニ セ トウヨ ウ 1 1
A. ogup oI Eha ra キク 37 4 41
A. or )
-
e nta1)
'
丘 Ehar a トウヨ ウ 10 EEL
｣.I. ade n a cbep )
'
Dos s e ラデマ ツ ヘ ル EE 6 79
A. s oj& en s)
'
s Ehara. コ ウズケ EF 37
A.tsug& M&)
'
Eha r a ミチノク ED 2 EE
A. wom e psley)
'
Schicha. ケ ナガ EEZ 匹l182
Phyto s e)
'
us属
P. c r}
'
n }
'
tus Swirski et. Shechte p 夕 テス ジ 4 4
P.A)
'
sh)
A
)
'
Eha r a ホ ツカイ 82 8 EE
P. n)
'
p pot71c usEha ra ケア ト EE316 154
P. que r clc o1& Eha ra. タ テシナ 匹 EE
TJPh)odr omus屑
T. I,LJlga r)
'
s Ehar a フ ツウ 田 3 四
計21種 EEl154 1,132
22
お よそ 5 0ケ所 の 調査地
点か らカ プ リダ ニ は全 部で
2 1種確認され､ 総個体数は
1
,
1 32個体であ っ た ｡ 最
も 多く確認さ れた種は 1 9
3個体 が確認されたイ テ レ
ツカ プリダ ニ で ､ 日本海側を
除く多くの 地点で 採集さ れ
た｡ 次い で多か っ たのは1 9
1個体 が確認され たミヤ コ
カブリダニ で ､ 採集地点は南
信地区 に限られた ｡ ケナガカ
プリ ダ ニ とケ ブトカプリ ダ
ニ は 国内に広く分布が確認
されて いる種であり､ 本調査
で も多くの 調査地点から採
集され た｡
過去の採集記録と本調査
の 種構成を比較す右と､ 本調
査地域 で特 に多く確認さ れ
た種 は ホ ッ カイ カ ブリ ダ ニ
で あっ たo これまでの採集記
録が 関東に片寄 っ て いた ミ
ヤ コ カ ブリダ ニ やマ ク ワ カ
ブリダニ も本調査地域内で確認された｡ また､ 過去の採集記録が数少ないタカネカプリ
ダニ ､ エ ゾカプリダニ ､ ニ セ トウヨウカプリダニ が山形から確認されたo これらの種を
除い た残りの1 5種は､ 前章の東北地方を中心とした採集記録にも含まれてい る ｡ これ
らの こ とから､ 本調査で採集された種は年平均気温が1 5
oC に満たない比較的冷涼な地
域に多く分布する､ もしくは冷涼な気候 へ 適応した系統を持つ種で構成されて いると考
えられる ｡
成算ぎれたカプリダ
'
= と寄主膚静
採集されたカプリダ ニ種がどの ような植物を寄主としてい たのかを下表 に示すo
採集漣 価体故 寄主植物(採集赦)
寄主植物数(採集放)
木本 草本 合計
イテレツ
ミヤコ
Eel ホオノキ(47)サクラ(37) ミズナラ(之1) クズ(34) カキ(l7)ク
1)(]4) ア ジサイ(10) シラキ(T) クサギ(6) 8(]59) ユ(34) 9
Eel ナシ(98)1)ンゴ(60) インゲン(29) クズ(3) ノダケ(I) 2(]58) 3(3a) 5
ケナガ )8之 ナシ(74) クズ(44) インゲン(3) 1)ンゴ()8) アジサイ(9) クワ(3)ノgケ(3) 4(14
8) 3(34) T
ケプト 154 クス(l50) クワ(a) アカメ ガシ ワ())? )レデ(i) 3
■(4) 1()50) 4
ホ tyカイ 90 クリ(49)カキ(38) クス(2)カシワ(i) 3(88) I(a) 4
ラデマ プヘル 79 クズ(73) クワ(4)ア ジサイ(乏)
2(6) I(73) 3
コタフ 67 ア ジサイ(舵) ホオノ キ(】5) クス(10) a(57) 1(1
0) 3
キク 41 クズ(13)ホオ ノキ(ユ0) コ ナラ(7) ガマズミ(5) クワ(8)クサギ(之)サクラ(i) 6(之8) 】(13)
B
コ ウズケ a7 サクラ(之3)T)ンゴく6) カキ(5) クズ(3) 3(84) 1(3) 4
フ ツウ 之9 サクラ(10) ホオノキ(6) クズ(5) アジサイ(3)クワ(3) クリ(a) 5(之4) 1(5) 6
ニセ ラ ー ゴ l4 クス(8) アカメガシワ(5) クワ(1) E P a(8) 3
タテ シナ
ミチノク
13 ホオノ キ(6) ク1)(5)ア カメガシワ(之) 3(ユ3) 3
1a クス(1之) 】(1之) i
トウヨ ウ 10 クワ(7) クス(3) 1(7) 1(3) 之
マク ワ 8 クズ(8) E P ユ
タテス ジ 4 ホオ ノキ(4) 1(4)
1
アイ 耳 3 ** J+(3) 1(3) 1
タカネ 3 ホオ ノキ(3) 1(
3) 1
ナンポウ 1 クス(ユ) EZEI1
エ ソ 1 ホオノキ(1) EEZ) i
ニ セトウヨウ 1 ホオノキ(1) EEE] 1
計之1種 1,l38
江原 (1996) によると､ ケナガカプリダ ニ ､ ケブトカプリダニ ､ ラデマ ヅ ヘ ル カプ
リダ ニ ､ フ ツウカ プリダニ ､ ニ セ ラ ー ゴカプリダ ニ ､ ミチノクカプリダ ニ ､ トウヨウカ
プリダ ニ は木本 ･ 草本を含む種々の植物に生息するとさ れ､ ミチノ クカプリダ ニ 以外の
種で それが確認され た｡ 同様にミヤコ カブリダ ニ ､ コ ク フカ プリダニ ､ キタカブリダ ニ
におい て も木本 ･ 草本植物ともに生息する傾向が見られた｡
次に､ 寄主植物別の カ プリダニ 相を解析すると､ 最も多くの個体数が採集さ れたの
はクズで ､ 1 5種のカ プリダ ニ が確認された｡ 特にケブトカ プリダニ ､ ラデ マ ヅ ヘ ルカ
プリダニ はクズ からの採集個体が目立っ て 多か っ た ｡ 過去の調査において ､ クズからは
2 4種の カプリ ダニ の生息が確認されており､ 本調査の結果､ ホツカイ カブリダニ が加
わ っ た ことで2 5種とな っ た ｡ クズは､ 多くの カプリダニ種に好ましい生息環境を与え
る植物で あると思われる ｡ また､ クズは農地の周辺でもよく観察され､ 農業生態系と自
23
然生態系とを結ぶ役割も果たしてい ると考えられる ｡ こ の ことはク ワにも当てはまり､
これら2種の植物は天敵の定着に貢献して い るかもしれない ｡
また､ ホオノキからは個体数に偏りはあるものの ､ 1 0種のカ プリダニ が確認され
た ｡ 採集記録の少ないタテス ジカ プリダニ ､ アイヌカ プリダニ ､ タカネカプリダニ ､ エ
ゾカプリダ ニ ､ ニ セ トウヨウカプリダニ も確認され､ クズ同様､ 多くのカプリダニ 種に
好ま しい生息環境を与える植物で あると思われる ｡ 東北地方での 調査で は､ ホオノ キと
イ テ レ ツの 関係が指摘されたが､ 本調査においてもホオノ キでイ チ レ ツが優占する傾向
が確認され た ｡ 果樹園内の リンゴ及びナ シからは､ 主にケナガカ プリダニ とミヤ コ カブ
リダ ニ が採集された .
廃貨ざれたカ ブ/)♂
.
= の皇居屠場
天敵として の有効性を考察する際､ 寄主植物の形態や捕食性とともに､ 農業生態系 へ
の適合性が重要となる ｡ 本調査で採集されたカプリダニ を､ 採集地点の 生態系別に下表
に示す ｡
果樹園内の
リン ゴ葉 ､ ナ シ
葉､ 調査前に設
置して おい た
ナ ミハ ダ ニ 寄
生の イ ンゲ ン
株 ､ 及び園内に
自生して い た
クズより採集
され た個体を
農業生態系個
体と した｡ また､
採集実はすべ
て ハ ダ ニ 寄生
葉で あ っ た ｡
採集された
全個体数の 7
0%にあたる
7 9 2個体が
自然生態系か
ら､ 3 0%にあ
学名 採集種 自然生態系個体数 農糞生態系個体数 合計
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たる3 4 0個体が農業生態系から確認された｡ その詳細な種構成を解析すると､ 種とし
て の 特徴が確認されたカ プリダニ 種は､ ミヤコ カブリダニ ､ ケナガカプリダニ ､ イテ レ
ツ カプリダニ ､ コ ウズケカプリダニ ､ フ ツウカ プリダ ニ の 5種で､ ミヤ コカブリダニ と
ケナガカプリダニ の個体数が群を抜いて多か っ た｡ イチ レ ッカ ブリダニ ､ コ ウズケカプ
リダ ニ ､ フ ツウカプリダニ の 3種は自然生態系からの採集が多く､ 一 部個体が農業生態
系で 採集された ｡ これらの 種にとっ て ､ 農業生態系は適した生息環境で はない と考えら
れる ｡ ケナガカプリダ ニ は農業生態系で の採集が多か っ たが､ 自然生態系で も広範囲で
採集され ､ 生態系を問わず分布する種であると思われる Q 一 方､ ミヤコ カブリダニ は全
個体 が農業生態系からの採集であ っ たことから､ 農業生態系に高い適合性を持 つ種であ
る と考えられる ｡
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平成1 3年度 中国及び四国地方調査の概要と採集結果
調査 の概要
従来からカプリダニ 相の研究が少ない ､ 中国 ･ 四国地方を中心に農業生態系 ･ 自然生
態系を問わずカプリダニ を葉 ごと採集 した ｡･また､ これまで も全国的な調査で対象とし
て い るクズは､ 極力採集植物に加えた . 採集した葉は､ チャ ック付きビ ニ ル袋に入れて
研究室に持ち帰り､ ス ライ ド標本に した後に同定に供した ｡
直接採集調査を行っ た県は ､ 愛知県(9月2日)･ 岡山県(7月2 0- 2 1日 ･ 8月
3 1日) ･ 香川県(7月2 2日)･ 島根県(8月3 1日) ･ 徳島県(10月2 1日)･ 鳥取
県(8月31日)･ 串島県(9月 1日) ･ 山口 県(9月1 日) の 8県で ､ 山口県以外の 7
県か らカ プリダニ を採集する ことがで きた ｡ また､ 農業試験場の研究者等に依頼しサ ン
プ ルを送 っ七い ただい た . 送付され たサン プル により､ 岡山県 ･ 香川県 ･ 高知県 ･ 兵庫
県 ･ 広島県 ･ 山口県の 6県からカプリダ ニ を入手する こ とがで きた ｡
調査結果と考察
愛媛県(4地点)･ 岡山県(1 0地点) ･ 香川 県(13地点)･ 高知県 (13地点) ･ 島
根県(3地点)･ 徳島県 (5地点) ･ 鳥取県(1地点) ･ 兵庫県(1地点) ･ 広島県(7地
点) ･ 山口県(2地点) の 1 0県(計59地点) からカプリダニ を採集するこ とがで き
た ｡ その概要を採集されたカプリダ ニ 個体数で下表に示 す｡ その うち 8地点は農業生態
系であ っ た ｡採集され た雌成虫は 857個体､ 雄成虫は1 09個体､ 合計9 66個体で ､
学 名 和 名
愛旭 岡山 香川 高知 島鹿 1-:J聖 鳥血 兵庫 広島 山口 計
〔3種〕 〔10種〕 〔71J〕 〔11種〕 〔5 様〕 〔8種〕 〔4機〕 〔6 碓)〔7種〕 三p
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同定の結果､ 5属2 1種のカプリダニ を記録する ことができた｡ また､ カプリダニ を採
集する こ とがで きた植物は自然生態系 ･ 農業生態系にわたり､ 果樹 ･ 農作物 ･ 木本植物 ･
草本植物など3 4種の植物であっ た｡
_粛北戯方との此厳か ら
･
2 0 0 1年度は､ 本州の南端(西端)である中国地方を含む地域におい て ､ カプリダ
ニ 相の 調査を行 っ た ｡ 20 0 0年度は本州の北端(乗端)である東北地方を含む地域に
おい て ､ 同様の カ プリダ ニ 相調査が行われた ｡ そ こで 両地域間におい て ､ 気候 ･ その他
自然環境の 適い などに よりカプリダニ 相の速い が見られるので はない かと考え､ 両者の
比較を行 っ た ｡
また､ カプリダ ニ 相を他地方と比較するにあたり､ 寄主植物によるカプリダニ相の適
い を考慮 し､ 全 国に生息しこれまで にも比較的多く採集され ､ カ プリダニ 相が比較的広
い と思われるクズの みに着目して考察を行っ た ｡
中国 ･ 四国地方の クズにおい て は､ 2 000年度まで に7種(ケナガカプリダニ ･ オ
キナワ カプリダ ニ ･ ミチノクカ プリダニ ･ ニ セ ラ ー ゴカプリダニ ･ ウル マ カプリダニ
･
ケブトカプリ ダニ ･ シ コ クカ プリダニ)の採集記録がある ｡ 2 0 01年度は徳島以外の
8県の クズ から､ 新たに採集された8種(コ ウズケ ･ ラデマ ツ ヘ ル ･ ニ セ トウヨ ウ ･ イ
シカワ ･ ナ ンポウ ･ ホ ソ ･ タテス ジ ･ フ ツウ)を含む､ 13種のカプリダニ が採集され
た o そ の 一 覧を下表に示 すo
学 名 和 名 I-
I.那 岡山 香川 高知 島根 鳥取 広 島■ 山口 計
〔2唖〕 〔6種コ 〔6唖〕 〔6唖〕 〔3唖〕 〔2種) 〔6唖〕 〔1唖〕
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※( ) 内の数字は ､ 2000年度までに採飽きれた雌成虫軟を示す｡
一 方､ 束北地方(青森県 ･ 秋田県 ･ 岩手県 ･ 山形県 ･ 宮城県 ･ 福島県) のクズにおい
て は5属14種 (雌成虫255個体) の採集記録がある(前章参照)0
ケブトカプリダニ は 耐出城におい て最も採集個体数の多い種であっ た. また､ 200
o年度まで に北海道から九州まで の 1都1道2 1県において採集記録 があり､ 本種の採
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集個体数は29種の合計採集個体数の 約4 0%を占めている ｡ これらの ことから､ クズ
におい てよく認められてい る種で あると考えられる ｡ ケナガカプリダニ もケブトカプリ
ダニ には及ばないもの の両地域で多く採集されており､ 本種もクズで頻発する種である
と考えられる ｡
これら以外に両地域で挟集された種は､ フ ツ ウカプリダニ ､ ミチノクカプリダ ニ ､ ラ
デマ ッ ヘ ルカプリダ ニ ､ ナンポウカプリダ ニ で あっ た ｡ なかでも､ 両地域で採集個体数
に大きく差が見られた種はラデマ ッ ヘ ル カプリダ ニ であり､ 中国 ･ 四国地方では5個体
(%計個体数の 約0 ･ 90/o) であるの に対 し東北地方で は3 8個体(合計個体数の野1
5%) であ っ た｡ よ っ て ､ 分布域は広いもの の北東方面において より多く生息してい る
の かもしれない ｡
中国 ･ 四牢地方で の み採集記録のある種は ､ ウル マ カ プリダニ ､ オキナワカ プリダニ ､
ホ ソカ プリダニ ､ コ ウズ ケカプリダ ニ ､ シ コ クカ プリダ ニ ､ タテス ジ カプリダニ ､ ニ セ
トウ ヨ ウカ プリダ ニ ､ ニ セ ラ ー ゴカプリダ ニ ､ イ シカワ カプリダ ニ の 8種であ っ た ｡ ウ
ル マ カプリダ ニ ､ オキ ナワカプリダニ ､ コ ウズ ケカ プリダ ニ ､ シ コ クカプリダ ニ ､ ニ セ
ラ ー ゴ カプリダニ の 5 種に関しては これ まで に太平洋岸を中心とした関東地方及 び近
畿地方以西 から採集されており､ 日本海側の 気候区を中心 とした寒冷な地域で はあまり
見られな い種で あると考えられる ｡ ホソカ プリダ ニ とニ セ トウヨ ウカプリダ ニ の採集記
録は四国およ び瀬戸内海側からのみであるが ､ 北海道で も分布 して い るとされており､
クズに おい て も東北地方に生息して いる可能性が考えられる ｡
逆に ､ 東北地方で の み採集記録がある種も8種 (種名は略す)あ っ た ｡ この中で アイ
ヌ カプリダ ニ ､ イチ レ ッカブリダ ニ ､ トモ エ カ プリダニ の 3種は､ 関東 ･ 甲信越地方以
北におい て 採集記録があり､ 東日本を中心 に分布して い ると思われる ｡ 一 方､ キクカ プ
リダニ は東日本に加え愛知からの採集記録もあり､ 中国 ･ 四国地方には分布して いない
に して も､ 前述の 3種よりは分布域が広い の かもしれない ｡
榔 瀞i=者BL,て
各カ プリダ ニ種の採集時期に関しても､ 自然生態系に生息し気候条件を反映しやすい
と思われることもあり､ 前項と同様にカプリダ ニ 相が比較的広い と思われるクズのみ に
着目して 考察を行う ｡
今回の 調査で は､ 6月下旬から10月下旬 にかけて クズ からカプリダニ が採集された ｡
ただし､ 6月は採集数が少なく1地点から1回ケ ブトとウル マ が採集されたの みであ っ
たo ケブ トカ プリダニ はその後も1 0月下旬まで採集が記録され､ 10月に採集個体数
が減少したもの の ､ 出現期間が比較的長い と思われる ｡ ウル マ カプリダニ は､ 今回8月
上旬までの採集とな っ たが､ これまでに9月下旬における採集記録もある ｡ ただし､ 6
月 と9月 の採集個体数は少なく､ 7月と8月に最も多く見られる種なの かもしれない ｡
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ク ズにおい て 2番目に採集個体数の多か ったケナガカプリダニ は､ 7月中旬から9月上
旬にかけて採集された｡ 過去の記録を見ると5月にも採集されており､ 比較的早い 時期
から見られる種の ようで ある ｡ 逆に､ フ ツウカプリダニ は後半にな っ てから(9月ろ1
0月)採集されたo また ､ コ ウズケカプリダニ におい ては､ 9月の採集記毒剥まないもの
の 7月から10月に かけて採集されてい る｡
ただし､ 定期的な採集を行わなか っ たため､ 時期によ っ て採集個体数に由らがあり､
存在はして い たもの の採集で きなかっ た種も多いと思われる ｡ しかし､ ケブトカプリダ
ニ
､ ケナガカ プリダニ ､ ウル マ カプリダニ ､ コ ウズケカプリダニ につ い ては､ 比較的長
期間にわたり見られるとい う ことが言えそうである ｡
自然生態系に比 べ 農業生態系で の採集が少ないな ど今回の調査には採集地の偏りが
あり､ 採集で きなか っ た種も本地方に分布して いる ことが予想される ｡ また､ これまで
の全 国での採集 につ い て も同じような ことが考えられ､ 今後も全国的に採集を続け､ 土
着カ プリダ ニ の 種構成や分布拡大な どの調査を行うことが求められる ｡
自然度の 高い農業環境下におい て ､ 投入したカプリダ ニ 種が土着天敵として の潜在力
を十分発揮 し､ その種が完全に定着する ころには白熱こ天敵種が入 っ てくるようになれ
ば理 想的で ある ｡ したが っ て ､ 自然生態系 ･ 農業生態系どちらかにしか存在しない種よ
りも ､ 境目なく存在する種の ほうが土着天敵と して有効であると考えられる ｡
以上の こ とと食性等を考慮すると､ やはりケナガカ プリダ ニ は有効な天敵と して 今後
も注目すべ き種で あろう ｡ ミヤコ カブリダニ も天敵として 有効であると考えられるが､
分布や生態に つ い て の さらなるデ ー タ確立が期待される ｡ また､ コ ウズケカプリダニ ､
ニ セ ラ ー ゴカ プリダ ニ ､ ミチノ クカ プリダニ ､ ホソカプリダニ ､ フ ツウカプリダ ニ に つ
い て も他種との 組み合わせを考え利用される場面を限れば､ 補佐的存在として 有効に利
用で きるの で はな い だろうか｡ オキナワカ プリダニ ､ ラデマ ッ ヘ ルカプリダニ ､ ケブト
カ プリダニ につ いて は､ 自然界におい て 重要な位置にい ると考えられ農業環境下での直
接の利用は難しい と思われるが､ 天敵定着の手助けとなりうるかもしれない ｡
近年､ ハ ダ ニ 以外の 害虫におい ても土着天敵を利用する動きが浸透して きて い る ｡ 今
後も､ 基礎的デ ー タの 収集に よる天敵カ プリダニ 種 の発掘､ 実用に向けた多方面からの
研究をますます求められるであろうが､ その 際に様々な現場同士で広く情報交換を行い ､
意識を高め合うこ とが実用 へ の重要な手段となるだろう｡
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Som eJapa nese P hyto s eiid M ites(Acari, Phyto s eiida e)Mo stlyfro m
lsbigakia nd Taketo milsla nds
Sh6z6 E H A R Al a nd Ⅱir o shi A M A NO2
1Ha mas aka 2-15- 7, Tottom
'
68 0- 001
, Japa n
2Labo m 吻γ ofAp pl1
'
ed Entom ologya nd Zo oloB yFa c ulty af Hwb
'
c ultu m ,
( 泡1
'
ba Un )
'
v eLr7SltJ;648Mats udo, C:hi
'
ba 2 71-8510, Japa n
A bstr a ct. Sixtee n specie s ofthe mite f d y P hyto s ei da efro m Japa n a r e
tr e ated inthispape r. A mblys eluleua ya eya m a n aE hara & Anan o, sp. n o v. is
de s c ribed fr o mTaketomi Island. Rede s criptio n of 桝 血dm mit2 a C O nSP)
'
cu a
(Ga r man)is p
'
r ovided･ Note s o nthe othe r spe cie s a re giv e n. A mblys el
'
u s
(Ne o s eI
'
ulu s) c a nto n e n s]
'
s Schcha Oshigakia nd Taketomi), Amblys ejus(A)
ta m a由 Tle n SIs Blo m m e r sGshigaki), m yto s elu s(Dubl
'
m
'
n euus) ha w B li
'
e n sl
'
s
Pr a s ad任shigakiand Taketomi), and Tc o n spjc ua 即aga n oPr ef., H o n slm)are
r ec ordedforthefir st也m ein Jap an .
Key w o rds: Faun a, n e w spe cie s, N an s ei Isla nds, Ya eyam a Islands,
Amblyseiin a e, P hyto sdin a e,Typhlodr o m血 a e.
Intr odu ctio n
Se v e nty- eightspe cie s ofthe mitefami lyPhyto s eiida ehav ehithe rtobe e n
r e corded AIO m Japan (Eha r a et al･ , 1994, 2000,･ E ha r a& Am ano, 19 98).
Ho wev e r, thereislittle in for m atio n abo ut thephyto s eh d mite s ofthe N an s ei
30
Isla nds
,
So uthw e st Japa n, withthe ex ception ofO kin a w alslandOnar a,
1967).
Thispape r r epo rts o n r e c e nt c one cdo n s ofphyto s eiids 血o mJapa n. Mo st
ofthe pr e s e nt m ate ri als w ere cdle cted by o n eEOfu s田 . A.)in lshigakiand
'
Taketomi IslandBin 2000, andpa rt ofthe m w a stake nby other s cie ntistsin
Amami- o shim alsland, HahajimよⅠ. o3omin I$1ands), and Nagan oPr efe ctu r e
(Hon血u).
T he ge n eric a nd s ubge neric c onc epts adopted inthis pape r 払1lo w
ge n e r any thos e of E ha r a& Aman o(19 98), 弧 d partly thos e of C hant &
McMu rtry(1 94). T he s etaln o m e ndatu r e u s ed he r efono w sthat of Ro w ell
etal.(1978). A 氾 the m e a s u r e m e nts arein micro m ete r s. The c o皿e ctio n s ofthe
kno wn specie s, which a r elisted in th is pape r, unle s s othe rwis e men也o n ed,
w e r e m adebyH . A. T heholotype ando n ep ar atype ofthe n e w spe cies w皿 be
r etain edin the c o皿e c也o n ofthe National Scienc eMus eu m, Tokyo. T he other
pa r atypeis pla c ed in the Labo r ato ry of Ap plied Ento m ology and Zo ology,
Faculty of Ho r也cultu r e, C hiba Uhiv e r sity, M ats udo.
Am blysein a e
Amblys elzIS(NEE)S elulu s)w o n e T SleJ7
'
_
Schi 血a
Amblys e1
'
u s w o m e mleJ7
'
Schicha, 1975:101,丘gs. 1-9.
Amblys e1
'
u s(Amblys elu s) w o m e1･SleJ?
I
:E ha r a etal
l
1994:1 23.
Amblys e1
'
u s(Ne o s e1
'
ulu s) w o me}lSleyl
'
:E ha r a& Aman o, 1998:30.
Neo s e}
'
ulu s w o m e r sle)i:Be a rd, 2001:84,fig. 6a-a.
Spe cl
'
m e n s e x
,
a m lhed, Amami- o shim aI.: 17♀ & 3♂, Ka･ nyu, Seto u chi,
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1- ⅥⅠⅠ-2 001(A. Takafuji), o n Mo m sbo mbycls Eoidz.; 18♀& 1♂ , Ko niya,
seもo u chi, 1･ ⅥⅠⅠ-2 001(A. Takafuji & NI H in om oto), o n ae mde ndm m
tn
'
choto m u mⅦ1unb. ;1早, M i21atO,Su miyo･ s on, 1- ⅥⅠⅠ･2001即 . H 血) m oto), o n
aez10de ndm m tm
'
choto mu m. Ishigaki I.: 1早 , Mo m o s ato, ll-XI･2000, o n
Pu em n
'
a m o mta n a払ou r.)Me r r.
DT
'
stn
'
bub
'
o n. Japa n ¢Iokkaido, Ku n a shiri, Ho nslm, Shikoku, Kyu shu,
Am ami- o shim aI. , O kin a w aI.; Ishigaki I. , n e w r e c o rd); Eore a, Sak ha血 ,
C hin a
,
Taiw an
,
Au stra且a,Ne wZeala nd･
A m bly5 elus(Neo 8dulu s) 血 a w an u sE ha r a
Amblyselu s(Amblys elu s)oRit7a Wa n u SE ha r a, 1 96 7: 2,figs･ 17124･
- E hara
& Lee, 19 7 1:6 4,fig. 8.
- Ts e ng, 1976:115,figs. 5 5･ 58.
- E ha r a&
B ha ndhufalck
,
197 7:58. - E ha r a& Ham a okn, 1980:6,figs. 9-ll.
-
Ryu & Le e, 1992: 7, 丘gs. 22-30.
- E ha r a etal･
,
194:12 4･
A mblys e1
'
u s 血 a w an u s:C he n etal･ , 1984:3 42,且g･ 14(4 1)I - Wu etal･,
19 97b:89,丘g. 59.
A mblys eju s(Ne o s ejulus)ok[na w B n u S:E ha r a& Aman o, 1998:3 7･
Spe clm e n e x a mined. Amami
-o shi皿 a I.: 1早 , Ko niya, Seto u chi, 1- ⅥⅠⅠ-
200 1(A. Takahji), o n ae mdendm m tTl
'
choto m u mT hu mb.
D Istn
'
b乙ttlo n. Jap an 任Io n shu , Kyu shu; Ama mi- o shim aI., n e w r e c ord;
O kin a w aI.);Ko r e a, C hin a,T aiw an,Papu aNe w Guin e a, Ru s sia.
A_ mblys e1
'
u s(NeD S elulu s)ca nto n e D SjsSchi 血a
(Jap an e s e n a m e:Ea nto n-kaburi dani)
田igs. 1, 2)
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Amblys el
'
us c BntO n e n S1
'
sSchicha
,
1982:48
,
丘gs. 10･15(typelocality:Canto n,
Chin a;typehabitat: citr u s);1987:92,pl. 46.
A mblys e)
'
u s(A mblyse}
'
u s)n e w s a m 1
'
(n e eEv an s):Eha r a&Le e, 1971:66,丘gs.
13-20. - E ha r a& Bh andlm falck,1977:62. - Tse ng,1983:44,figs. 30-
35.
Am blys el
'
u s n e w s a m I
'
(n e eEv ans):Chen etal. , 1984:330, 軸. 14(26). - Wu
etal.
,
19 97b:7 4,丘g. 45.
T be fem ale of A.(N)ca nto n en s1
'
sis cha r a cteriz ed byhavings eta ejl and
Z5m u ch n otic e ablylarger than the othe rdo r sals eta e o ntheidio s o m a, and by
the str o ngly c o n stricted v e ntrianalshield. T his spe cie sis dos ely al Ledto A.
(N)n ews a m l
'
(Ev an s, 1 95 3), butdiffer sin havingthe spe r m athe calatriu m
distin ctfr o mtheba s e of the c ervix, a s oppo s edto the atriu min c o叩qr atedinto
theba s e ofc e r vix 伊igs. 1, 2)(Schicha, 1982).
T his spe cie shaslo ngbe e n r efr r edto a sA. n e w s a mjin m any pape r s, T he
latte r spe cie sis kno w nfr om M alaysia(se eEha r a, 2002)and Paplla Ne w
Guin ea.
Spe clm e n s c u b ) m
'
n ed. Isbiga出 Ⅰ/. 1早, H ir akubo, 11･ XI-2000, o n Manotu s
japo n1
'
c us(m u nb.)Mu en. Arg. TaketomiⅠ.:1♀, nga shi･ya shiki,1 2-XI-200,
o n H)
'
b1
'
scu st1
'
1
'
a c e u sL
DIst17
'
butlon. Jap an(Ishigaki I. , Taketomi Ⅰ.), ne w r e c o rd;Chin a, H ain a n
lsla nd, T aiw a n, Thailand,
Am blyselus(h lblys elu s)ehu ･a l
'
Amitai &Swirski
Amblys eju s eha m )
'
A mitai&S wirski
,
1981:60
,
figs. 1-3,6-8, 12, 13.
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Amblys elu s(A mblys elu s)eha m )
I
:Eha r a etal.
,
1994:127
,
figs. 1･7. - Ehar a
& Anan o
,
1998:38,figs. 5-9,16,2 9,42.
- E ha r a,2 002:32,fig.6.
Spe clm e n se xB mI
'
n ed. Anami- o shin aI.:9♀ & 3♂,S hoka z u,Setouchi,1-
ⅥⅠⅠ-2 001(A Takafuji), o nA belia ch
･
nins]･sR. Br.;1♀ & 1♂, Hyo, Seto u chi,
1･V III-2001(A Takafuji), o n ae T10de n 血 m tm
'
choto m u mnLu nb. Ishigaki I.:
12 ♀ & 3♂ , Mo m o s ato, ll- XI-2 000, o n Mo w sbo mわ℃1
'
s EoidE.; 6♀ ,
Mo m o s ato
,.ll- ⅩⅠ･2000, o n Hl
'
bis c u stib
'
a ceus L. Tbketomi Ⅰ.:1早, Taketo mi,
12-ⅩⅠ-2 000
,
o n ae mde ndm m bT
'
choto mu m .
DT
'
stm
'
bub
'
am. Japan 任Io n shu , S hikoku , Kyushu; Amami- o shim aI. , n e w
r e c o rd;O kin aw aI.;IshigakiI. , n e w r e c o rd;Taketomi Ⅰ., n ew re c o rd);Ko r e a,
Chin a, T dw an.
A mblyp elu 8(i h blys elzL S)La m ata y e n sl
'
sB lo m 皿 e rS
(Jap an es en a me:Shibori･kaburi dani)
田ig. 3)
Amblys e ]
'
u s(Amblys el
'
u s).ta m ata -′ 班 SIsBlo m m e rs, 1974:144,丘gs. 6-12(type
loc･:Iv oloin a, n e a rTa m ata v e, Madaga s c ar;typehabitat: CYtT uS(Papeda)
Lys出女I)eC andone). - E ha ra, 2002:33,figs. 7-14.
A mblys e 1
'
u sta m ata v e n s1
'
s:Schicha
,
1981:4 0;198 7:54,pl. 16.
- I)e n m a rk &
Mu m a
,
1989:13,figs. 37･43.
A mblys e]
'
u s(Amblys elu s)m a a l
'
Ts e ng, 1976:123, 軸s. 78-83(typelo c.:Taina n
Ⅱsie n;typell abitat:pin e ap ple)･ Syno nymyby Den m a rk & Mu ma(1989).
T he c e r vix ofthe spe r m athe caistub ular, s o m e whatdilatedpro xim ally;
the atriu misinc o rpo r atedinto thebas e ofthe c e rvix;theju n ctionbetw e e nthe
34
atriu m and m ajordu ctis c o n stricted, thelatte ris appr o xim ately a swide as
the c e r vix 伊ig. 3). T hefem ale ofthis spe cie s w a s r e c e ntlyr ede s c ribed indetan,
ba s edo nM alaysian spe cim e n s四har a,2002).
Spe clm e n e x a m 1
'
n ed. Ishigaki I.:1 早, Mo m o s ato,ll-X I･2000, o n A ezIB n
'
a
m o mta n aGJOu r.)Mer r.
DIstm
'
butlon. Japa n (Ishigaki I.), n e w r e c o rd; T aiw a n, M alaysia,
Singapo r e,Ja v a, thePhnip pin e s, M adaga s c a r,Papu aNe w Guin e a, Åu st.ralia,
Ne wCaledomia, New Hebrides,Fij,Sa m o a.
Am blys elu s(Eu s elus)o 招b
'
s価Ⅴ an s)
乃やぁlodm mus oT7ah
'
sEv ans, 1953:458, figs. 5, 6.
A mblys elu s(Amblys elus)o 招11
'
E E hafa, 1 96 7: 4,figs. 25-30.
- Eha r a etal
"
19 94:1 23.
A mblyselus o v&11
'
.5:Schidla, 1977:12 7,丘gs. 28-34;198 7:7 9,pl. 34.
A mblys e1
'
u s(Eu s e1
'
u s)0 帽11
'
s:E ha r a& Aman o
,
19 98:43,fig. 3 6.
Spe cim e n s e x a m 1
'
n ed. Ishiga出 Ⅰ.:5♀ & 1♂ , Mo m o s ato, l l-Xl･2000, o n
M w u sbo mbyclsEoidz.
DIstm
'
butlo n. Japa n(Okinaw aI.;Ishigaki Iリ n e W r e c o rd);ChiJl a, T aiw an,
the Philippin e s, M alaysia,Indo n e sia,India, M auritius, Me xic o, Ha waii, Fiji,
Co ok lslands
,
Papu aNe wGuhe a,Au str aha,Ne wZealand.
Am blys e1
'
u s(h ･opm
'
o s elopsl
'
s)D e m Otd E ha r a& Ama no
Amblys e1
'
u s(PT OPn
'
o s elopsls)n e)1 WtOI E har a& Amano, 1998:43, figs. 47･54.
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spe clhl e nS eLX:a m 1
'
n ed. Amami
.
- o血i皿 a I･:1早, Hyo, Setou chi, 1-ⅥⅠⅠ-2001
(A. Takafuji), o n a w ode ndm m tm
'
choto m u mⅥ1u nb･;1早, Ea･ nyu, Seto u chi,
1- ⅥⅠⅠ-2001(A Takafuji), o n Mom sbo mbyc)
'
sXoidz. Bo nin h.:3早, Hahajim a
I.
,
2 8-Ⅴ- 19 98(T. Gotoh), o nJpo m o e ape e-c ap m eL･
D Istm
'
butlo n. Jap an 任Io n shu;Hahajim aI. , n e w r e c o rd; Amami･ o shim aI.,
n e w r e cord).
O kts e z
'
u s(O kfs elz) ss ubt210Pjcu sE ha r a
Okl
'
s elu ssz)bb10Pl
'
c u sE ha r a
,
196 7:7 7,figs. 36･39.
- E har a & H am a oka,
1980:6
,
fig. 12.
- Wu &Qian, 1983:76,figs. 5, 6. - E har a etal･ , 1994:
136,丘gs. 39-4 1.
- Wu etal.
,
199 7a:1 42, figs･ 1-7.
O ki
'
s elu s(O kls el
'
us)szLbtmplcus:Ⅹolododhka & De n m a rk, 19 6:235,figs. 8-
19.
隼
A mblys elLtS(Ok)
'
sdu s)s ubtz10PIc u B:E ha r a& Aman o, 1 998:45,fig. 55.
Spe clm e n s e x a D u
'
n ed. Ⅰshigaki I.: 3 ♀ , Mo m o s ato, ll- H - 2000, o n
Pu e m n
'
a m o mta n aOJOll r.)･Me r r.
Lh
'
stm
'
bub
'
on . Japa n任Io n shu,Okin a waI.;IshigakiI. , n e w r e c o rd);Ch ina,
Taiv a n.
A mblys e1
'
ulellaya eya m a n a sp. n o v.
(Jap an e s e n a m e:Deiri-kaburi dami)
伊igs. 4-ll)
Fe m ale. Do l･Salshield伊ig. 4)incis ed late ralto s eta s4, n early s m o oth,
wi thatle a st7pairs ofs ole n o sto m e s. Seta e o ndo rsalshield:jl,j3, z2, z4, s4,
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S2
,
Z 4and Z5sto ut, s e rate, u s ualyblu nt- e nded, ofte nfaintlyhyah e･tipped;
r e mainings eta e m u ch s maller, s m o oth(e x c ep也o n a恥j6spar s elys e r rate and
simi larinlengthto z2), atte n u ate.Seta e r3, R la nd JV5sto ut, s e r r ate,blu nt-
e nded
,
ofte nfaintly hyahn e･tipped. Peritr e mQ e xte ndingbetw e e n･ s eta ej1;
po ste ri･o r e xte n sio n ofperitr e m a也c shield 伊ig. 7) wi thte r m血atio n sle nde r,
acutelypr otruded. Ste rn alshieldFig.5)wi th 3pairs ofs eta e, wi thpo sterio r
m a rgin inde nted. Ve ntria nalshield伊ig. 6) m Ⅵ.ch lo nge rthan wi de, slighdy
n a r r o w e rtha 皿gemitalshield, wi th 1ate ralm a rgins slightlyc o n c a v e;3pairs 0f
pr e anals eta e and a pair of min ute pores. Apair ofve ry sle nder metapod.al
platelets. Spe r m athe c a 伊igs. 9, 10) wi thce r vix ben-shaped, atriu m
in c orpo r ated into ba s e of c e r vix･ Fix ed digit of chehc e r? qig･ ll) wi th3
s ubapical, 1 mi ddle, and 2 pr o由 m alte eth; m o v able di白t umi de ntate.
C ha etota xicfo r mula:ge n uⅡ, 1･2/0, 2/0- 1; ge n uIII, 1-2/1, 2/0･ 1. Ge n u aI and
IIe a ch wi th1 r athe rblunt- e nded m a cro s eta;gen uIII wi thout m a c r o s eta .
Leg IV wi th1 s e r r ate, hyah e･¢p ped m a c r o s eta e a ch o n ge n u, tibia,
ba sita r s u s andtelotars u sFig. 8). M ea su rem ents :1engthofidio s o m a= 3 77,
wi d thofidios o m a= 236
,
le ngth of do r salshield= 3 1 7, wi dth of dor salshield
=187;le ngths ofs eta e(N = 6;tho s e of holotypeinpa r e nthe s e s):jl = 32.9(32.8),
j3 = 4 8.9(48.4),j4 = 8.8(9.5),j5 = 8.0(8.3),j6 = 1 7.2(17.8),J5= 4.1(4.1), z2 =
2 0.5(19.9), z4 = 41.6(40.7), 2:5 = 8.4(8.4),Z1 = ll.6(ll.5), Z4= 60.4(64.2),Z5
= 74.9(77.4), s4 = 7 2A(73.3),S2 = 40.7(41.7), r3 = 53.6(53.3),Rl = 24.0(23.7),
J V5≡ 55.0(57.7), m a c r o s eta onlegIVge n u= 46.3(47.0),tibia = 3 7.8(37.7),
ba sita1･S u S= 67,7(69.7),telota r s u s= 43.0(44.2).
Male
. Not kno wn .
Holo[w e. 早(NSMT-Ac 11286), Higashi-ya shiki, Taketomi Ⅰ., 12-XI-2000
(H. Am an o), o nH1
'
b1
'
s c u sb
'
ll
'
a ce u sL.
Pa l･atJPe S. TⅣ o ♀, with the abo v edata(1 pa r atype & holotype o nthe
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s a m e shde;
p
1pa r atypein L A E Z,F HCIJ)･
Re m a rks. T he fe male of the n e w spe cie s is sim止ar to that of
Amblys elulella gapud'
'
Co rpu z- Raro 8, 1995(The Phihp pines) but
dis cri min atedby the den也tion of the chelic era, by the inde nted po ste血or
m a rgin of the ste rnalshield, andby the thicke r wallof the sper m athecal
■
C e r VI X.
物 olow . Pe rtainhg to the Ya ey am alslandB Whe r elshigaki and
Taketomi Islands a r ein cluded.
pa mphPos e)
'
u s a zdb
'
de ntatz) sSw辻ski & Sh 血tx!r
pa mphyto s e1
'
u s mulb
'
dentatu sS wir ski & Shecte r, 19 61:114,figs1 7, 26-28･
- Eha r a etal" 2000:116,figs. 9-16.
- E ha r a, 2002
.
. 39.
A mblys e1
'
z) S (Pa mpLyto s e)
'
us) u m m a n u sE ha r a, 1967: 76, figs･ 31-35･
Syn o ny myby M at･thys s e& De n m a rk(1981)･
助e cl
'
m e n se x a m }
'
n ed. Ishigaki I.: 5 ♀ , Mo m o s ato, ll- X[-2000, on
H1
'
bis cus t1
'
}
'
a o e u sL.; 3早 , Hir akubo, ll- XI-2000, on Mallotus japo m
'
c us
(T lmnb.)Mu ell. A 曙;1早,Ⅰshs uku, ll- H ･20 00, o n Mallotu sjapolljc u s;18早,
Ea w ahir a, 13-ⅩⅠ･200 0, o n H1
'
bl
'
s c u sb
'
1}
'
a c e u s. Thketomi Ⅰ.: 6早 , nga shi-
ya shiki,1 2- ⅩⅠ-20 0 , o nH1
'
b1
'
s cusb
'
1]
'
a c e u s･
m stn
'
bub
l
o n. Japa n任Ionshu, Kyu shu, O kin a w aI.,Ⅰrio m oteI.;IshigakiI.,
ne w r e c o rd;Taketo mi I., n e w r e c ord);Ch ina, Taiw an, thePhilippin e s,India,
Pakistan, M adagasc a r,A flic a! Costa Ric a, Ne wCaledo nia.
P hyto s eiin a e
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m yto s elus(FLyio s elz) 8ho n 如 ge n sl
'
sS wir ski& Shedte r
Phyto s elu s_(myto s e1
'
u s)hD ngko nge n $1
'
sSwir ski& Shechter, 1961:99,figs.
1-5, - E ha r a& Ama n o, 1998:50. - Ehara,2002:39.
P nyto s eju s(Pen n a s e1
'
us)hongko nge n sls. E ha r a& Lee, 1971:70,figs. 32･37.
- Eba r a, 1972:169,fig. 81.
-
･ E ha r a etal.
,
1994:145.
1 %yto s elu sho mgko mgen sIB:Schicha, 1987:162,pl, 118.
Spe clm e n s e x:a m 1
'
n ed. Thketomi Ⅰ.:9 早,Taketomi, 12-3C･20 0, o n Mo w s
bo mbycu
'
sKoidE.
DIstm
'
bz)b
'
o n. Japa n(Eyll Shu; Taketo mi I., n e w r e c o rd); Cheju lsland,
C hin a, Taiw an, T h ailand, M alaysia, Madaga s c a r, Papu a Ne w Guine a,
Au str alia.
f hyLo sel
'
us(Du 血 eHu s)ha 阿 a1
'
)
'
e n sIsPr a s a
(Jap an e s e n a me: ar e-kaburi dad)
仔igs. 12･ 14)
fhyto s el
'
u sha w a li
'
e n slsPr a sad, 19 68:1460,figs. 7･ll(typeloc.:M ano a, Oahu,
H a waii;typehabitat:poin s ettia). - Schicha, 198 7:160,pl. 115. -
Corpu z- Raros& Ga rcia, 1994:368,fig. 5.
f hyわs e1
'
u s(mJ7io s elzl S)ha w a li
'
e n s1
'
s:E ha r a& Bhand lm falck
,
1977:48,丘gs.
14-21.
m yto s elu s(Dub1
'
n 1
'
n ellu s)ha w a l
'
1
'
e n s1
'
s:E ha r a
,
2002主40.
1YlytO S elus(myto s e1
'
us)hu a nglE har a, 19 70:62,figs. 19-2 2(typelo c.:
Fe ngsha n,T aiw an;typehabitat:h
'
地 e c olob1
'
u mdulc eBe nth.). Syn o nymy
byEIl a r a(2002)
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m yfo s e1
'
u s(Dublm
'
n ellu s)ha ung2
'
[sic]:Ts e ng, 1976:94.
Seta e s4
,
s6, Z 4a ndZ5a r edistin c也v ein ha ving且at, 弘 一 比 e m a rginal
parts, Ⅵ1 e SPe r m athe cal c e r vix is funnel-shaped, v a riable;the atriu m is
n o血1a r, do ngate 伊igs. 12-14).
Speclm em s e x B m l
'
n ed. Ishigaki I.: 5 ♀ , Mo m o s ato, ll- Ⅹ[-2000, o n
Pu e m n
'
a m o n由n a qJOu r.) Mer r.; 19♀ & l♂ , H 汝akubo, ll-X I-2000, o n
Mal[otu sjapo m
'
c u s(Thu nb.)Mu e皿. Arg.;1早,Sakne, ll- ⅩⅠ･2000, o n Mallotu s
japo m
'
c u s. Taketomi Ⅰ.: 1 早 , Thketomi, 12･ ⅩⅠ-2000, o n aeT10dendm m
ね:1
'
choto m u mT hu nb.
D litn
'
bz)b
'
o n. Jap an ¢shigaki I. , Thketomi Ⅰ.), n ew rec o rd;C hina, H ain a n
lsland
,
Taiw a n
,
T hailand, M alaysia, Singapo r e, the Philip pn e s, M a uri 血s,
Papu aNe wGuin e a,Au stralia, H a w aii, T ahiti.
恥pilodr o血 a e
Cna nte1
'
u s c on b
'
gv us(Chant)
桝 lodT O m u S( 桝Iodz10 muS)c o n如 u sChant, 1959a:2 9,figs. 1-6.
桝 lodm m u s( 桝Ios e1
'
ops}
'
s)c o ntおu u EEhar a, 1 96 7: 1,figs. 12- 16.
Cna Dtelu s c o n如 u s:E ha r a et&1" 1994:155. - ChaJlt& McMu rtry, 1994:
239
,
figs. 45-49. - E ha r a& Ama no, 19 98:53,fig. 64.
Spe cl
'
m e n s e x a m 1
'
n ed. Ishigaki I.: 1 早 ! Araka w a, ll-XI･2000, on
u ndeter m血edw o ody plant;1早,Ishis ukn, ll-XI-2000, o n Mallotusjapo n )
'
c u s
(Thumb.)Mueu, Arg.
DIstl T
'
butlon. Jap an(O kin a waI.;IshigakiI., n e w r e c o rd);Ch ina,Taiw an,
40
Singapo r e,thePhiLppin e s, M ad.aga s c a r.
b hloLlm m u s(h tbo s elz) s 赫 et=s]
'
sE ha r a
田igs. 15, 16)
桝 lodm m u s(h 地o s elu s)ryuFyuens1
'
sE ha r a, 1967:69,figs. 7･ll;1970:55.
- E har a etal.
,
1994:149. - E ha r a& Ama n o, 1998:58.
桝 lodm m u s( 桝lodm mus)ryukyu e n s1
'
:Ts e ng, 19 75:60.
桝 lodT O m u S耶 如 en sls:Che n etal., 1984:314,fig･ 14(9)(copie s of 丘即r e S
fro mEha r a
,
1967).
T he fix ed digt of the fem ale chehc e r ais pr ovided wi th 3teeth; the
m o v able diゎt is tri de ntate 伊ig. 16). Ⅵ1e SPe rm athe calce rvix is nea rly V-
shaped;.the atriu mis glob ular,he a vnys cle r otiz ed伊ig. 15).
Spe cI
'
m ens eLX:a m 1
'
n ed. Ⅰshiga払Ⅰ.:2早, Mo m o s ato, 11･ H -200, o n Hl
'
b)
'
s c u s
t1
'
)
'
a c eLt
.
SL. Taketo miⅠ.:1早,Taketomi,11･XI･2 00, o n Mo w sbo mbyclsEoidE.
DIstm
'
bub
'
o D. Jap an(Okin a w aI.;IshigakiI., n e w r e c o rd,･ Taketomi Ⅰリ n e W
r e c o rd);C hina,T aiw an .
Tb)hlodm mus(Anthose1
'
u s)T7ulga n
'
sE har a
桝 lod[om u svulga n
'
sE har a, 1959(July):286,丘gs. 1-5;1961:95,figs. 1, 2.
桝 lodz10 m u S(h those1
'
u s)v ulga n
'
s:E ha r a etal
"
1994:151
,
丘gs. 83-86.
-
Ela r a& Am an 0
,
19 98:59
,
figs. 4l,70.
桝 lodm m u s(&phlodm m u s)ju mber u sC hant, 1959b(De c e mbe r):61,丘gs.
76
,
77. Syn o nymybyE har a etal.(1994)
Spe clm e n e x a m 1
'
n ed. IshigakiI.:1早, Mo m o s ato, 11･X I-2000, o n 凡 e m n
'
a
m o mta n a払o u r.)Me r r.
D Istn
'
bub
'
o n. Japa n 任Iokk ai do, Ho n slm, S hiko n, Kyu slm;Ishigaki I.,
n e w r e c o rd);Kor e a, Chin a, Ru s sia.
Ge n u sTb2hlodi10 niiz7 aMu m a
桝 loko miz7 aMu ma, 1961:297. - C hant& McMu rtry, 194:262.
籾 e spe cie s: Jphl
'
dulus con sp]
'
cu us Ga r m a 皿
,
1948
,
by o riginal
de sign a塩o n.
桝 lo 血 m us c an splcu usgr o up Chant, 19 59b:5 0.
桝 lodm m l
'
n a c ot 2 SPIc u agr o up:Mu m a& De n mark, 1969:407.
c o n sp}
'
c u u sgr o up:Chant& Yo shida-Shaul,1983:10 4 1.
Fe m ale. Do r salshield wi th16pairs ofs eta e. Podo s c utu m with6pairs of
s eta e o nlaterala rea:j3, z2, z3, z4, s4, $6. Opistho s c utu m wi tho uts eta e o n
a nte r olate ral a r e a a nd with 2 pair s ofs eta e o n c a udolate rala r e a:S 5, Z5.
I)o r salidio s om al s eta e ge n e r auy lo ng and sle nde r, pe c血 ate, r ela伝v ely
u nifo r min le ngth, S 5 and Z5 subequal･ Seta J V4abs e nt･ Legs witho ut
m a c r o s eta .
Six spe cie s of thege n u s 桝 lodlqO m 1
'
n a a re kn0 wn鉦o mthe w o rld(Cha nt
& McMu rtry, 1994)I Thisis th･efir str ec ordof th isge n u sin Jap an .
T bkloLh10 mitla C O n SPIc u a(Ga r m a n)
(Jap an e s e n a m e :Ee u s u-kaburidani)
田igs. 17･ 24)
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zph1
'
dulu s c o n sp1
'
cu us Ga m an,1948: 14, fig1 6 (type lo c･: H a mde n,
Co n n e cti ut, U.S. A.;typehabitat: ap plebark).
桝 lodz10 mu S C O n SP1
'
c u u ENe sbitt, 1951:22,pl1 10(fig･ 9),pl･ 11軸 122)･ -
Ch ant et. al.,19 74:1270,丘gs. 1l- 14.
- Cha nt&YToshida-Shaul;1983:
1044,figs. 6-8.
桝 loiz10 m 1
'
n a c o n spjc u a:Mu m a, 1961:297･
- Mu m a& De nm a rk,1969:
407
,
丘gs. 1･10.
- Chant& McMu rtry, 1994:262,且gs･ 181.･183･
桝 lo s elopsis c o m sp)
'
buu 尻Schu ste r, 1966:32 3,pl.ⅠⅠ 馳 s･ 1･4)I
Fe m ale. Do r salshield伊ig. 17)reticulate, with4pairs ofs ole n o sto 皿 e S･
seta e o ndo r sal shield sle nde r, hghtly pe c血 ate a sinj3 伊ig･. 18): Z4 the
longe st, s6 s ubeqa ulto Z4 in le ngth;S5 and Z5sim皿a rin le ngth, but the
fo rm e r n a rrow er;r e mainings eta e m o r e orles s sho rte r,J5v e ryshort･ Seta e r3
a nd Rl lightly pe ctin ate, both longe r than J5･ Peritre m e n ot e xte nding
betw e e n s eta ejl; pe血tr e m atic shieldwith c a udalpr ojec息o n v e ry n a r r o w,
e ndingin adilatedtiphkehe adofs n ake･ Ste m alshield伊ig･ 19)wi th3pairs
of s eta e
,
S T3o n po ste rior ho ok-shaped pr ojec丘o n s; ST4 o n m eta sternal
platelets. Ve ntrian alshield(Fig. 20)m u ch lo nge rthan wi de, appr o xim atelya s
wi de a sgemital shield, wi th 1ateral m a l
･gin s s止gh牡y co n c a v e; 4 pa血s of
pr e anals eta e; pair of distinct, c re scen也c s ole n o sto m e sbehind and shgh吐y
m ediad of JV2. Seta eJ V5lo ng a ndsle nde r, pe c血 ate. Tw opair s ofsle nde r
m etapodalplatelets. Sper m athe c a(Fig. 2 3)withs a c cula r c e rvix. Fix ed didtof
chehc e r a伊ig. 24) wi th2 (or 3?) teeth; the m o v able digit mi de ntate･
Cha etotaxicfo r mula :ge n uII, 2･2/1, 2/0-1; ge n uIII, 1-2/1, 2/0･1. Legs I- Ⅳ
witho ut. m a cr o s eta (Fig. 22). Me asu r e m e nts:le ngthofidios o m a= 407, wi dth
ofidios o ma = 296,le ngth ofdor salshield= 3 52, wi d thof do rsalshield= 250;
1engths ofs eta e(m e anj=:SE, N = 10),jl = 30.2士0.8,j3 = 43.8土0･4,j4 = 29.5土0.4,
43
j5 ≡ 28.7土0.6,j6 ≡ 34.4土0.9, J2= 40･8土0･8, J5≡ 11･3土0･3, z2 = 2 7･ 駈0･4, 2;3 =
42
.
2d .5, z4 = 4 9.1士0.6, z5 ≡ 3 7.7士0.5, Z 4≡ 6 8.3土0.9, Z5
= 5 8･9j=0.8
,
s4 ≡
5 3.2土0.6
,
s6 = 66.5土1.2, S5 = 61.1土1.2, r3 = 28.2土0.5, Rl ≡ 21･3土0.4, J V5=
5 5.6土0.7.
M ale. Not a v ailable.
Spe a
'
m e n sex am 1
'
n ed. Ⅱ o n slm:6♀, Oga w ar a, Su 之aka, Nag an oPr ef. , 14･
ⅠⅩ-2 001(且 W hkabaya shi), o n applelea v e s.
D Istm
'
bu 血 . Jap an 任Ⅰ9n 8hu), n e w r e c o rd;Italy, C an ada, U. S. A. , Pu e rto
Ric o, Me xic o, Nic a r a印 a, Ho ndu r a s,T h dad,the G alapago sI$1andB.
Re m a z:ks. 桝 lodr10 m )
'
n a c on sp1
'
c u ais distin ctiv e in having the do rsal
body s eta ege n6ral1ylo ng
･
,
hghdy pe c血 ate, and in the cha etota xy ofthe
opistho s o mal do r 8 u m and ge nu II. 皿is spe cie sis als odis血 ctin thatthe
c a ud alte min atio n of the pe ritr e m atic Shield is v e ry n a r r o w, and e ndsin a
dilatedtiphkehe adofsn ake.
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Figs. 1-3.
■Spe r m athec a e. 1,2, A mblys elu s(Ne o s elulu s)ca ntoLt2en SIs;3,
Amblys eju s(Amblys elu s)ta m ata 帽 n S)
'
s.
Figs1 4- 11･ A mblys elulella yaeya m a n a sp. n o v.(早;6,7,9, ll,holotype). 4,
do rsalshield;5, ste m alshield;6,po ste rio r v e ntrals u rfa c e;7, c a ud al
te 血 a也o n ofpe Titr e m atic shield;8,legIV(ge n u, tibia, a ndpr o xim al
pa rtofta rstlS);9, 10, Spe r m athe c a,･ 1l, chehc e r a.
Figs･ 12- 15･ Sper mathe c a e･ 121 14, 恥 elzz s(Dubinin ellu s)ha w Bii
'
e n s)
'
s;15,
桝 lodz10 m u S(h2地o s elu s) 赫 en sl
'
s.
Fig･ 16. C helic e r a of 桝 Iodm m u s(A.) 柵 en.ds(早).
Figs･ 1 7-24･ 秘 曲dm m l
'
n a c o n sp]
'
c u a(早). 17,dorsalshield;18, B etaj3;19,
ste malshield;20,po sterio r ventrals u rfa c e;2 1, ca ud alpa rt of
pe ritr e matic shield;2 2,legIV(gen u, hbia, a nd ba sita r s u s);23,
spe r m athe c a;2 4, chelic e r a.
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日本産のカプリダニ (主に石垣島 ･ 竹富島厳 に関する新知見(ダニ目:カプリダニ 榔
江原昭三 ･ 天野 坪 田har a,S. & Aman o, H.:So me Japan e sephyto s ehd mite s
(Acari:Phytos eiidae), m o sdyfro mIghig血 andTbketomi Islands]
本研究に用い られた標本の多くは石垣島 ･ 竹富島で採集されたもので】 一 部は奄美大
島 ･ 母島 (小笠原) ･ 長野県産である. 16種が取り扱われ このうちの 1種は新種で,
竹富島のオオハ マ ボウから採集された3雌標本に基づき, Am blys eiulena ya ey an a n a
E har a et Am an o(デイリカプリダニ , 新称) として記載された. また, 盆 地
侶c o seiulu s)c -ton ensisS 血 血a (カ ントンカプリダニ , 新称 :石垣 ･ 竹富), A 払)
t am ata v e n sisBlorr - e ra(シポリカプリダニ , 新称:石垣), Phybseiu sn h bin indlus)
ha w aii孤 Sis Pr a s ad(ハ ワイカプリダ ニ , 新称:石垣 ･ 竹富) および 空地hlodm m血a
g !型申由 過(Ga m an)(ケウス カブリダニ , 新称:長野県) の4種は日本未記録種である.
この うち望. c o迫撃i6u aに つ いては再記載を行なっ た.
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